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②

市
営
定
期
船
臨
時
便
の
お
知

ら
せ

　
沖
の
島
定
期
航
路
で
は
、
左
記

の
期
間
、
定
期
便
の
１
便
と
２
便

の
間
に
臨
時
便
を
運
航
し
ま
す
。

　
帰
省
や
レ
ジ
ャ
ー
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

臨
時
便
運
航
期
間

　
８
月

１１
日
（
木
・
祝
）
〜

　
８
月

１７
日

（水）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
離
島
振
興
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

・
二
ノ
宮
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
２
戸
　
２
Ｄ
Ｋ

・
西
町
団
地
（
西
町
一
丁
目
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
８
日
１
日

（月）
〜
８
月

１９
日

（金）

　（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
書
配
布
場
所

都
市
建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・

東
部
支
所

受
付
期
間

　
８
月
８
日

（月）
〜
８
月

１９
日

（金）

　（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所

　
都
市
建
設
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
都
市
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

違
反
広
告
物
の
一
斉
除
却
に

関
す
る
お
知
ら
せ

　
９
月
１
日
か
ら

１０
日
ま
で
は
「
屋

外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」
で
す
。

こ
の
間
、
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及
・

啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
９

月
８
日

（木）
に
は
、
電
柱
や
信
号
機
、

道
路
標
識
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど

に
貼
ら
れ
た
「
は
り
紙
」「
は
り
札
」

や
「
立
て
看
板
」
な
ど
条
例
に
違

反
し
て
い
る
屋
外
広
告
物
の
県
内

一
斉
除
却
・
指
導
の
作
業
を
行
い

ま
す
。

　
美
し
い
街
並
み
の
た
め
に
は
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必

要
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

●
屋
外
広
告
の
広
告
主
お
よ
び
広

告
業
者
の
皆
さ
ま
へ

広
告
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、
最

寄
り
の
土
木
事
務
所
（
注
意
：
高

知
市
内
は
高
知
市
役
所
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

県
内
で
屋
外
広
告
物
業
を
営
む

方
は
、登
録
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
土
木
事
務
所
維
持
管
理
課

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

５
２
９
２

　
高
知
県
土
木
部
都
市
計
画
課

　
http://w

w
w

.pref.kochi.lg.jp/

　
　soshiki/171701/okugai.htm

l

水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）

取
り
替
え
の
お
知
ら
せ

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
使
用
期
限
は
、

正
確
に
計
量
す
る
目
的
か
ら
、
計

量
法
に
よ
り
８
年
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
有
効
期
限
内
に
無
料
で
取

り
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
平
成

２９
年
度
に
有
効
期

限
が
切
れ
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取

り
替
え
作
業
を
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

期
　
間
　

　
平
成

２８
年
７
月
〜

　
平
成

２８
年

１２
月
末

該
当
メ
ー
タ
ー

「
上
水
道
ご
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
メ
ー
タ
ー
番

号
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
以
下
２
桁

の
数
字
が

２１
の
量
水
器

《
例
》
Ａ

２１
―

○
○
○

・
請
負
業
者
は
宿
毛
市
が
発
行
す

る
量
水
器
取
替
作
業
員
身
分
証

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作

業
中
は
水
道
が
使
用
で
き
ま
せ

ん
（

１５
分
か
ら

３０
分
程
度
）。

・
取
り
替
え
作
業
は
ご
不
在
の
場

合
で
も
、
取
り
替
え
可
能
な
場

合
は
施
工
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
際
は
、
取
り
替
え
済
の
お

知
ら
せ
を
郵
便
受
け
な
ど
に
入

れ
て
お
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
水
道
課
水
道
係

　
蕁
６
３
―

３
５
５
２

船
員
の
た
め
の
無
料
健
康
相

談
所
　
第
６０
回
船
員
労
働
安

全
衛
生
月
間

　
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
（
９
月

１
日
か
ら
９
月

３０
日
）
は
、
海
上
に

お
け
る
船
員
労
働
安
全
衛
生
思
想

の
普
及
、
船
舶
所
有
者
お
よ
び
船

員
に
よ
る
自
主
的
な
安
全
衛
生
活

動
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
船
員
災

害
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
行
事
の
一
環
と
し
て
、
船
員
に

対
す
る
無
料
健
康
相
談
所
が
、
左

記
の
医
院
の
ご
協
力
に
よ
り
開
設

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
ご
利
用
に
際
し
て
は
、
船
員
手

帳
を
持
参
の
う
え
、
１
階
受
付
窓

口
に
て
お
申
し
出
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

開
設
日
　
９
月
５
日

（月）

　
　
　
　
９
月

１２
日

（月）

時
　
間
　

１４
時
〜

１６
時
ま
で

場
　
所
　
特
定
医
療
法
人
長
生
会

　
　
　
　
大
井
田
病
院

　
　
　
　（
蕁
６
３
―

２
１
０
１
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
国
運
輸
局
高
知
運
輸
支
局

　
　
山
崎
・
千
頭

　
蕁
０
８
８
―

８
３
２
―

１
１
７
５

市 営 定 期 船 時 刻 表

母 島

８：３５

１１：３０

１５：２０

弘 瀬

８：２０

１１：４５

１５：３５

鵜来島

７：５０

－

１６：０５

片 島

９：２５

１２：５０

１６：５５

1便発着時刻

臨時便発着時刻

2便発着時刻

片 島

７：００

１０：４０

１４：３０

※１便は片島を出発して、鵜来島、弘瀬、母島、片島の
　順でつきます。臨時便は、鵜来島には寄港しません。

情
報
コ
ー
ナ
ー

8月

葉  月
August



広報すくも  2016.8③

加算額 Ｈ28 ．8月分～改正前

児童
２人目

児童
３人目以降

定額３，０００円

定額５，０００円
全部支給：１０，０００円

一部支給：９，９９０円
　 　 　 　～５，０００円※

一部支給：５，９９０円
　 　 　 　～３，０００円※

全部支給：６，０００円

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
６
期

２４
年
の
長
き
に
わ
た
り
宿

毛
市
議
会
議
員
に
在
職
し
、
議
長

を
２
年
、
副
議
長
を
２
年
務
め
、

議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ

る
と
と
も
に
、
各
種
委
員
会
委
員

長
と
し
て
、
宿
毛
市
の
住
民
福
祉
、

教
育
・
学
術
・
文
化
活
動
等
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

高
知
国
体
対
策
特
別
委
員
会
等
の

委
員
を
歴
任
さ
れ
、
本
市
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
等
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在
ま
で

の
３２
年
余
に
わ
た
り
、
保
護
司
と

し
て
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て

活
動
さ
れ
る
と
と
も
に
、
消
防
団

員
、
宿
毛
市
体
育
協
会
役
員
と
し

て
も
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
小
綬

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

児
童
扶
養
手
当
の
加
算
額
が

変
わ
り
ま
す

　
平
成

２８
年
８
月
１
日
か
ら
児
童

扶
養
手
当
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

児
童
扶
養
手
当
の
第
２
子
の
加
算

額
お
よ
び
第
３
子
以
降
の
加
算
額

が
平
成

２８
年
８
月
分
か
ら
変
更
さ

れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

３
３
１
１

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提

出
に
つ
い
て

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
、

毎
年
８
月
に
現
況
届
を
提
出
し
て
８

月
以
降
の
受
給
資
格
の
審
査
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
出
が
な
い
と
８
月
以
降
の

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
８
月
１
日

（月）
〜
８
月

３１
日

（水）

　（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
児
童
扶
養
手
当
証
書

・
現
況
届

・
養
育
費
等
に
関
す
る
申
告
書

・
届
出
印

・
平
成

２８
年
１
月
１
日
現
在
、
宿
毛

市
以
外
に
住
所
を
お
い
て
い
た
方

は
、
そ
の
住
所
地
の
所
得
証
明
書

１
通

そ
の
他

　
受
給
者
に
よ
っ
て
は
、
各
種
必

要
書
類
（
別
居
監
護
申
立
書
・
住

民
票
等
）
を
別
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
手
当
て
の
支
給
開
始
の

初
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
経
過
し

た
方
な
ど
は
、
一
部
支
給
停
止
適

用
除
外
事
由
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
対
象
者
に
は
書
類
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
提
出
が
ま
だ

の
方
は
現
況
届
提
出
時
に
同
時
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
手
続
き
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

３
３
１
１

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
へ

●
所
得
状
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
毎
年
８
月
に
所
得

状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
未

提
出
の
場
合
は
８
月
分
か
ら
の
手

当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
受
給
者
の
み
な
さ
ま
に

は
個
別
通
知
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
期
限
ま
で
の
提
出
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間

　
８
月
１
日

（月）
〜
８
月

３１
日

（水）

　（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
所
得
状
況
届

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書

・
届
出
印

・
平
成

２８
年
１
月
１
日
現
在
、
宿

毛
市
以
外
に
住
所
を
お
い
て
い

た
方
は
、
そ
の
住
所
地
の
所
得

証
明
１
通

・
そ
の
他
必
要
書
類
（
別
居
監
護
申

立
書
・
養
育
申
立
書
・
扶
養
親

族
に
関
す
る
申
立
書
）

【
手
続
き
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
事
務
所
高
齢
者
・
障
害
福

祉
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

土
佐
の
豊
穣
祭
2
0
1
6
　

は
た
フ
ェ
ス
ｉｎ
宿
毛

　
２
０
１
１
年
四
万
十
市
で
ス
タ

ー
ト
し
た
幡
多
地
域
最
大
の
持
ち

寄
り
型
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
今

年
遂
に
宿
毛
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
！

地
域
内
外
の
グ
ル
メ
や
音
楽
に
ア

ー
ト
、
各
種
体
験
教
室
な
ど
、
お

子
様
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
！

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
　
時

 
９
月

２５
日

（日）

 
１０
時
〜

２１
時

会
　
場

　
宿
毛
新
港
　
緑
地

主
　
催

　
は
た
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
　

共
　
催

　
宿
毛
市

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
は
た
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
事
務
局

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

６
９
０
０

　
✉info@

hatafes.com

※所得に応じて金額が決定されます。

旭
日
小
綬
章

 
地
方
自
治
功
労

　
 
 
西
郷
　
典
生
　
氏



④

ご冥福をお祈りします

小筑紫町栄喜
山北
平田町戸内
西片島

石田　嘉純
谷口　三男
筒井　潤介
宮本　久惠

63
84
59
103

お誕生おめでとう

（平成28年6月受付分）

（平成28年6月受付分）

山奈町山田

沖の島町母島

高砂

中央3丁目

平田町東平1丁目

高砂

横江　晴彦

保木萌々太

大浦　瑚春

門田　諭知

市原　花帆

溝端　優人

忠彦

絵里

好美

直季

忠介

結希

住　所 氏　名 享 年

住　所 赤ちゃん 保護者

（平成28年5月受付分）

四季の丘2丁目 松岡　嬉宝 和哉

住　所 赤ちゃん 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
は
、
家
族
な
ど
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
市
民
課
市
民
係
　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

はるひこよこえ

ももたほ き

こはるおおうら

ゆきちかどた

か ほいちはら

ゆうとみぞばた

う たまつおか

人
権
啓
発
講
演
会

日
　
時
　
９
月

１０
日

（土）

　
　
　
　

１３
時

３０
分
〜

１５
時

開
　
場
　

１３
時
開
場

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

※
当
日
は
手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

講
　
師
　
蓮
池
　
薫

演
　
題

　
夢
と
絆
を
求
め
て

　
〜
翻
弄
さ
れ
た
運
命
の
中
で
〜

　
大
学
在
学
中
に
工
作
員
に
よ
っ

て
拉
致
さ
れ
、
北
朝
鮮
で
も
脅
迫

と
監
視
の
中
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
、

人
権
を
侵
害
さ
れ
続
け
た

２４
年
間

を
経
験
さ
れ
た
蓮
池
氏
。

　
そ
の
過
酷
な
経
験
を
も
と
に
、

私
た
ち
に
と
っ
て
人
権
と
は
何
か

な
ど
様
々
な
問
題
を
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
無
　
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
立
手
代
岡
児
童
館

　
蕁
６
６
―

０
７
５
６

第
4
回
　
人
権
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
6

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
「
差
別
と

迷
信
」
を
テ
ー
マ
に
、
午
前
と
午

後
の
２
講
座
で
行
い
ま
す
。

　
部
落
差
別
問
題
学
習
に
意
欲
の

あ
る
多
く
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　日
　
時
　
８
月

３０
日

（火）

　
　
　
　
９
時

３０
分
〜

１６
時

場
　
所
　
宿
毛
市
立
正
和
隣
保
館

内
　
容

第
１
講
座
　
９
時

３０
分
〜

１２
時

「
暦
・
言
霊
・
風
水
等
の
迷
信
・

俗
信
」

第
２
講
座
　

１３
時

３０
分
〜

１６
時

「
ケ
ガ
レ
か
ら
く
る
迷
信
と
差

別
」

講
　
師
　
堀
田
　
秀
茂
　
　
　
　

（
福
岡
県
久
留
米
市
教
育
部
人
権

・
同
和
教
育
課
　
学
習
指
導
員
）

参
加
費
　
無
　
料

後
　
援

宿
毛
市
・
宿
毛
市
教
育
委
員
会
・

宿
毛
市
人
権
教
育
研
究
協
議
会

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
じ
ん
け
ん
ネ
ッ
ト
す
く
も

　
事
務
局
　
中
西

　
蕁
６
３
―

２
２
５
４
（
正
和
児
童
館
）

無
料
人
権
相
談

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
人
権
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

日
　
時

　
９
月
７
日

（水）
　

１０
時
〜

１５
時

※
相
談
時
間
は
、
１
人

３０
分
で
す
。

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
視
聴
覚
室

内
　
容

人
権
問
題
・
婚
姻
・
扶
養
・
相
続
・

金
銭
貸
借
・
土
地
建
物
貸
借
・

登
記
・
戸
籍
・
交
通
事
故
な
ど

主
　
催

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
権
推
進
課

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

今
月
の
1
日
行
政
相
談
所

日
　
時

　
８
月
９
日

（火）
　

１３
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

宿
毛
市
行
政
相
談
委
員

　
三
本
義
男

　
蕁
６
３
―

１
８
０
０

　
山
岡
ま
ゆ
み

　
蕁
６
３
―

１
４
６
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

寄
贈
の
お
礼

　
平
成

２８
年
７
月
５
日
、
ア
ロ
イ

工
業
株
式
会
社
鳥
取
工
場
お
よ
び

株
式
会
社
マ
シ
ュ
ー
ル
よ
り
、
小

筑
紫
保
育
園
へ
ソ
ー
ラ
ー
街
路
灯

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
防
災
力
を
高
め
、
子
ど

も
お
よ
び
地
域
住
民
の
安
全
・
安

心
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
、
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４
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ヘアーメイト

ひまわり
￥1，000～

（子ども ￥900）

宿毛駅構内にサンパツ屋がオープン！（女性歓迎）
（カット、シェービング、カラー、ＯＫ！！）
上質のサービスを低価格で提供！！
車いすのままでもＯＫ！！

090－2899－6655
A.M 8：30 ～ P.M 7：00

平
成
２８
年
度

宿
毛
市
政
功
労
・
善
行
表
彰

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
宿
毛
市
で
は
、
政
治
、
産
業
、

経
済
、
教
育
、
文
化
の
振
興
、
そ

の
他
公
共
の
福
祉
な
ど
に
関
し
て
、

特
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人

ま
た
は
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
該
当
者
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
９
月
２
日

（金）
ま

で
に
企
画
課
へ
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
選
考
の
方
法
は
、
被
推

薦
人
を
選
考
委
員
会
で
審
議
の
上
、

決
定
し
ま
す
。

●
市
政
功
労
者

宿
毛
市
の
産
業
、
経
済
、
教
育
、

文
化
等
の
各
分
野
の
振
興
と
発

展
に
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ

る
方
な
ど

●
市
政
善
行
者

一
般
市
民
の
模
範
と
な
る
善
行

の
あ
っ
た
方
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
秘
書
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
寿
園

任
期
付
職
員
募
集
に
つ
い
て

募
集
す
る
職
種

介
護
職
員
（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上

優
遇
）

採
用
期
間

　
平
成

２８
年

１０
月
１
日
〜

　
平
成

２９
年
３
月

３１
日

採
用
予
定
人
数

　
介
護
職
員
　

１２
人

提
出
書
類
お
よ
び
提
出
先

履
歴
書
を
総
務
課
ま
た
は
千
寿

園
事
務
所
に
８
月

１９
日

（金）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
　
面
　
接

業
務
内
容
　
介
護
業
務
に
従
事

処
遇

・
給
与
月
額

　
介
護
職
員
１
４
４
６
０
０
円

・
各
種
手
当
・
休
暇
等
あ
り

・
勤
務
時
間

介
護
職
員
勤
務
時
間
は
夜
勤
含

み
５
交
代

勤
務
場
所

　
千
寿
園
（
小
筑
紫
町
福
良

８０
―

６
）

※
業
務
内
容
、
処
遇
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
宿
毛
市
総
務
課

人
事
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
人
事
係

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

市
民
講
座
＆
相
談
会
の
お
知

ら
せ

　
認
知
症
予
防
講
座
に
引
き
続
き

認
知
症
対
策
と
し
て
３
回
シ
リ
ー

ズ
で
市
民
講
座
＆
相
談
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
予
防
は
、
「
認
知
症
を
発
症
し
な

い
よ
う
に
事
前
に
防
ぐ
こ
と
」

　
対
策
は
、
「
認
知
症
を
発
症
す
る

事
を
前
提
に
、
前
も
っ
て
準
備
す

る
こ
と
」
で
す
。

　
ど
の
回
か
ら
で
も
、
お
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。

日
　
時

・
８
月

２６
日

（金）
　

１４
時
〜

１５
時

　
「
認
知
症
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
」

　
精
神
保
健
福
祉
士
・
中
野
が
、

ご
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
場

合
の
相
談
窓
口
や
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

・
９
月

３０
日

（金）
　

１４
時
〜

１５
時

　「
認
知
症
と
地
域
生
活
に
つ
い
て
」

　
作
業
療
法
士
・
澤
松
が
、
認
知

症
の
方
の
生
活
の
支
援
、
生
活

し
や
す
い
環
境
整
備
に
つ
い
て

紹
介
い
た
し
ま
す
。

・
１０
月

２８
日

（金）
　

１４
時
〜

１５
時

　「
認
知
症
と
医
療
制
度
に
つ
い
て
」

　
医
事
課
主
任
・
岡
添
が
ご
家
族

に
役
立
つ
医
療
制
度
等
に
つ
い

て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

講
　
師

　
堀
口
　
淳

　
　
島
根
大
学
医
学
部

　
　
精
神
医
学
講
座
・
教
授

　
　
聖
ヶ
丘
病
院
　
非
常
勤
医
師

場
　
所

　
医
療
法
人
祥
星
会

　
聖
ヶ
丘
病
院
　
作
業
療
法
室

参
加
費
　
無
　
料
　
　

駐
車
場
　
有

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
聖
ヶ
丘
病
院
リ
ハ
ビ
リ
課
　
澤
松

　
蕁
６
３
―

２
１
４
６
（
病
院
代
表
）

【問い合わせ先】
　こうち出会いサポートセンター　蕁０８８－８２１－８０８１
　高知県地域福祉部少子対策課　　蕁０８８－８２３－９７１７

「こうち出会いサポートセンター四万十」
がオープンしました！

　県では、高知市に「こうち出会いサポートセンター」
を開設し、結婚を望んでいる方に対してお相手をご
紹介する会員制の「マッチングシステム」を４月から
スタートしています。
　７月１３日には、四万十市にも同センターを開設
しました。
　皆さんのご来所お待ちしております。

こうち出会いサポートセンター四万十
所在地：〒７８７－００２９
　　　　四万十市中村小姓町４６中村商工会館２Ｆ
　　　　（公社）幡多法人会内
電　話：０８８０－３４－８１７１
E-mail：shimanto-matching@aioros.ocn.ne.jp
開所時間：日・月曜日：１０：００～１２：００、１３：００～１７：００
　　　　水・木曜日：１５：００～２０：００
　　　　（火・金・土曜日と祝日はお休みです。）
※来所の際は、事前に「高知で恋しよ！！
　マッチング」からの予約が必要です。

高知で恋しよ！！マッチング 検索
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ゆうどうくん
狡やなせたかし

高
知
県
内
一
斉
避
難
訓
練

　
今
年
も
高
知
県
下
一
斉
で
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
対
し
、
「
避
難
す

る
」
意
識
を
高
め
る
た
め
、
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
実
際
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
避
難

行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
経
路
、

場
所
、
施
設
を
確
認
し
て
、
万
一

の
「
災
害
」
に
備
え
て
い
た
だ
く

こ
と
が
目
的
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時

　
９
月
４
日

（日）
　
９
時
〜
（
予
定
）

※
災
害
の
発
生
ま
た
は
恐
れ
の
あ

る
場
合
や
天
候
な
ど
に
よ
り
、

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
内
容

　
音
声
放
送
の
届
く
地
域
に
お
い

て
は
、
午
前
９
時
に
鳴
ら
す
大
津

波
警
報
の
合
図
に
よ
り
訓
練
を
実

施
し
、
音
声
放
送
が
届
か
な
い
地

域
に
つ
い
て
は
、
午
前
９
時
を
目

安
に
、
最
寄
り
の
避
難
場
所
へ
避

難
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
危
機
管
理
課

　
蕁
６
３
―

０
９
５
１

創
業
支
援
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

研
修
受
講
生
募
集

　
宿
毛
市
で
は
土
佐
ま
る
ご
と
ビ

ジ
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
（
土
佐
Ｍ
Ｂ

Ａ
）の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
研
修
を
特

定
創
業
支
援
事
業
に
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
高
知
会
場
へ
通
う
こ
と

が
困
難
な
方
々
に
も
受
講
機
会
を

拡
大
す
る
た
め
に
、
高
知
会
場
と

同
内
容
の
研
修
を
同
時
刻
に
宿
毛

市
で
受
講
で
き
る
よ
う
に
す
る
予

定
で
す
。

　
経
営
、
財
務
、
販
路
拡
大
、
人

材
育
成
の
４
つ
の
分
野
の
受
講
基

準
を
満
た
せ
ば
特
定
創
業
支
援
を

受
け
た
方
と
し
て
、
国
等
が
行
う

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

研
修
期
間
　

　
８
月

２４
日
〜

１０
月

２９
日
ま
で

　（
４
講
座
　
全

２０
回
）

実
施
場
所
　
宿
毛
市
役
所

募
集
人
数
　

２０
名

受
講
料
金

　
１
講
座
に
つ
き
２
５
０
０
円

　（
１
講
座
…
１
時
間

３０
分
×
５
回
）

※
講
座
に
よ
っ
て
実
施
時
間
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
８
月

１０
日

（水）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
商
工
観
光
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
９

幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
便
り

〜
借
金
に
関
す
る
相
談
、
こ
こ
ろ
の

健
康
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ
〜

●
借
金
に
関
す
る
相
談

　
借
金
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
借
金

の
返
済
に
関
す
る
ご
相
談
に
、
弁

護
士
や
司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

（
借
り
入
れ
の
際
の
契
約
書
、
督

促
状
な
ど
債
務
の
状
況
が
わ
か

る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
夜
よ
く
眠
れ
な
い
、
何
と
な
く

不
安
に
な
る
、
気
分
が
落
ち
込
む
、

子
ど
も
が
引
き
こ
も
っ
て
い
る
、

と
い
っ
た
こ
と
で
お
悩
み
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

・
精
神
的
な
悩
み

・
精
神
疾
患
や
精
神
障
害
に
つ
い

て
・
社
会
復
帰
に
つ
い
て

・
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り

・
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
の
依
存
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
　
な
ど

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
抱
え
込
ま

ず
、
気
楽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日

　
９
月

１７
日

（土）
　

１３
時
〜

１６
時

場
　
所

　
幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―

３２

働
く
婦
人
の
家
）

相
談
会
の
お
問
い
合
わ
せ
先

●
借
金
に
関
す
る
相
談

多
重
債
務
者
対
策
協
議
会
事
務

局
　
高
知
県
県
民
生
活
・
男
女

共
同
参
画
課

蕁
０
８
８
―

８
２
３
―

９
６
５
３

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
高
知
県
障
害
保
健
福
祉
課

　
蕁
０
８
８
―

８
２
３
―

９
６
６
９

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
消
費
生
活
相
談
受
付

（
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
祝
日
お
よ

び
年
末
年
始
を
除
く
）

　
９
時
〜

１２
時
／

１３
時
〜

１７
時

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

６
３
０
１

　
薨
０
８
８
０
―

３
４
―

６
２
９
５

資
源
ご
み
（
段
ボ
ー
ル
）
の

出
し
方
に
つ
い
て

　
最
近
、
資
源
ご
み
の
中
で
も
特

に
、
段
ボ
ー
ル
の
出
し
方
が
、
守

ら
れ
て
い
な
い
方
が
お
り
、
収
集

に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

金
具
が
つ
い
て
い
た
り
、
牛
乳
パ

ッ
ク
な
ど
他
の
ご
み
と
一
緒
に
し

ば
っ
て
い
る
と
収
集
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
し
っ
か
り
分
別
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
す
く
も
７
月
号

２０
ペ
ー
ジ

「
高
知
県
立
宿
毛
工
業
高
等
学
校

親
子
も
の
づ
く
り
体
験
講
座
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
！
」
に
お
き
ま
し
て
、

記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
誤
）

日
　
時

　
８
月
６
日

（土）
　
９
時
〜

１５
時

　（
集
合
時
間
９
時
）

（
正
）

日
　
時

　
８
月
６
日

（土）
　
９
時
〜

１２
時

　（
集
合
時
間
９
時
）

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
６
５

本
当
の
サ
イ
レ
ン
と
お
聞
き
間
違

え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

２，５２，５
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献血バスがやってきます！
【問い合わせ先】　保健介護課保健衛生係
　　　　　　　　 蕁６３－１１１３
　　　　　　　　 薨６３－０４１０

月　日 実施場所 受付時間

０８月２４日（水）

０８月２５日（木）

大井田病院

ＣＫＤシコク精工㈱

新日電熱工業㈱

１５：４５～１７：１５

０９：００～１１：００

１３：００～１５：００

月　日 実施場所 受付時間

０９月０５日（月）

０９月０６日（火）

フジ宿毛店

宿毛商銀信用組合
宿毛支店
宿毛商工会議所

筒井病院

１１：３０～１７：００

０９：００～１０：３０

１２：３０～１５：００

部　門

工　芸

書　道

写　真

備　　考出品規格出品点数

３点以内

３点以内

３点以内

３点以内

日本画・
洋画など

俳句・短歌・
川柳など

５点以内

縱・横・高さ２ｍ以内
（重量４０㎏以内）

４号以上、額装を含めて、
縱１．８ｍ、横１．８ｍ以内

額装を含めて、
縱２．４３ｍ、横２．４３ｍ以内

カラー、白黒の区別なく、
単写真または組写真

パ ネ ル を 含 め て 、
３０㎝×４０㎝以上
７０㎝×９２㎝以内

色紙又は短冊を使用

額装のこと

表装または
額装のこと

フィルム・デジタル
カメラを問わない

額装または
短冊掛

第
２１
回
宿
毛
市
オ
ー
ル
ド

パ
ワ
ー
文
化
展
作
品
募
集

　
６０
歳
以
上
の
芸
術
愛
好
者
の
発

表
の
場
で
す
。
自
分
の
作
品
を
多

く
の
方
に
鑑
賞
し
て
も
ら
い
ま
せ

ん
か
。

　
申
込
書
、
開
催
要
項
が
必
要
な

方
は
宿
毛
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
中
央
公

民
館
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

会
　
期
　

１０
月

１４
日

（金）
〜

１６
日

（日）

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

作
品
搬
入

　
１０
月

１２
日

（水）
　
９
時
〜

１５
時

　
※
持
参
に
限
る

応
募
資
格

宿
毛
市
出
身
者
お
よ
び
在
住
で
、

搬
入
当
日
満

６０
歳
以
上
の
方

出
品
料
　
無
　
料

※
次
の
も
の
は
出
品
す
る
事
が
で

き
な
い
。

①
他
の
迷
惑
、
危
害
を
及
ぼ
す
恐

れ
の
あ
る
も
の

②
こ
れ
ま
で
の
宿
毛
市
オ
ー
ル
ド

パ
ワ
ー
文
化
展
に
出
品
し
た
も

の
③
製
作
後
、
５
年
を
経
た
も
の

④
風
致
に
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の

主
催

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

　
宿
毛
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
宿
毛
市
文
化
協
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

　市民の皆さんには献血にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。
　赤十字血液センターでは、輸血を受ける方の安全性をより向上させるため、４００裨献血の推進にご協
力をいただいております。
　皆さんの善意の申し出に、お応えできないことも生じるとは思いますが、状況をご理解いただき、ご協
力をお願いします。
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写
真
展

「
幡
多
の
野
鳥
2
0
1
6
」

　
昨
年
は
幡
多
に
多
く
の
ツ
ル
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
宿
毛
市
街
地

上
空
で
も
数
十
羽
の
ツ
ル
の
飛
翔

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
近
年
。
幡
多
で
撮
影
し
た
野
鳥

の
写
真
展
で
す
。

日
　
時

 
８
月

１５
日

（月）
〜

２２
日

（月）

　
９
時
〜

１７
時

会
　
場
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 

１
階
ホ
ワ
イ
エ
　
　
　

入
　
場
　
無
　
料

主
　
催
　
高
知
野
鳥
の
会

　
　
　
　
代
表
　
有
田
修
大

後
　
援
　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
】

　
高
知
野
鳥
の
会
　
木
村
　
宏

　
｜■■　
０
９
０
―

５
７
１
１
―

５
０
２
９

映
画
「
き
み
は
い
い
子
」

の
お
礼

　
平
成

２８
年
６
月

１９
日

（日）
に
宿
毛

市
連
合
婦
人
会
、
宿
毛
市
教
育
委

員
会
主
催
で
上
映
し
た
映
画
「
き

み
は
い
い
子
」
に
、
５
４
１
名
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
鑑
賞
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
鑑
賞
し
た
方
々
か
ら
「
心
が
あ

た
た
か
く
な
っ
た
」「
支
え
あ
う
こ

と
の
大
事
さ
を
感
じ
た
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
感
想
を
い
た
だ
き
、

盛
況
の
も
と
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
の
売
上
金
の

５
％
（
３
６
０
０
０
円
分
の
図
書

カ
ー
ド
）
は
坂
本
図
書
館
に
寄
付

を
し
、
図
書
購
入
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

　
宿
毛
市
連
合
婦
人
会
　
会
長

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

　
　
生
涯
学
習
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

本
町
通
り
ふ
れ
あ
い
夜
市

　
盆
踊
り
を
メ
イ
ン
に
、
本
町
商

店
街
の
手
作
り
屋
台
な
ど
の
各
種

飲
食
物
の
販
売
や
、
金
魚
す
く
い

な
ど
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
コ
ー
ナ
ー
を
た
く
さ
ん
用

意
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

　
８
月

１９
日

（金）
 

１７
時
〜

２１
時

　
※
荒
天
時
は
順
延

場
　
所

　
愛
媛
銀
行
宿
毛
支
店
周
辺

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
本
町
通
り
活
性
化
ク
ラ
ブ

　
蕁
６
３
―

３
１
２
３

平
成
２８
年
度
ピ
ア
・
ふ
れ
あ
い
２１

の
開
催
に
つ
い
て

　
こ
の
企
画
は
幡
多
・
高
幡
地
区

に
あ
る

１６
の
知
的
障
害
児
者
施
設

が
宿
毛
に
集
い
交
流
を
深
め
る
と

共
に
、
市
民
の
方
々
に
施
設
や
利

用
者
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
施
設
紹
介
や
展
示
即
売
、

模
擬
店
を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
　
時
 

９
月

１０
日

（土）

 
 
 
 

１０
時

３０
分
〜

１４
時

３０
分

ヤイロチョウ（宿毛市で撮影）

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
な
に
が
あ
っ
て
も
ず
っ
と
い
っ

し
ょ

く
さ
の
た
き
　
作

つ
じ
む
ら
あ
ゆ
こ
　
絵

金
の
星
社

■
カ
ル
ペ
パ
ー
一
家
の
お
は
な
し

マ
リ
オ
ン
・
ア
ピ
ン
ト
ン
　
作

ル
イ
ス
・
ス
ロ
ボ
ド
キ
ン
　
絵

瑞
雲
舎

　
デ
ビ
ー
の
お
父
さ
ん
が
作
っ
た
、

カ
ル
ペ
パ
ー
一
家
の
紙
人
形
。
あ

る
日
、
ソ
フ
ァ
の
上
か
ら
、
紙
の

家
ご
と
子
ど
も
部
屋
に
移
さ
れ
た

紙
人
形
の
一
家
。
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
、
8

人
の
子
ど
も
た
ち
は
、

そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
冒
険
を
す
る

こ
と
に
…
。

■
少
女
奇
譚
　
あ
た
し
た
ち
は
無
敵

朝
倉
か
す
み
　
著

K
A
D
O
K
A
W
A

　
小
学
校
の
帰
り
道
に
拾
っ
た
光

る
欠
片
。
敵
と
闘
っ
て
世
界
を
救

う
ヒ
ロ
イ
ン
に
、
き
っ
と
あ
た
し

た
ち
は
選
ば
れ
た
。
少
女
た
ち
の

日
常
に
ふ
と
覘
く
「
ふ
し
ぎ
」
な

落
と
し
穴
、
全
５
編
。
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
ニ
ュ
ー
ス
』

掲
載
等
に
書
き
下
ろ
し
を
追
加
。

■
せ
な
か
町
か
ら
、
ず
っ
と

斉
藤
倫
　
著

j
u
n
a
i
d
a
　
画

福
音
館
書
店

■
和
太
鼓
の
ひ
み
つ

〜
鳴
る
し
く
み
・
歴
史
か
ら
打
ち

方
の
基
本
ま
で
〜小

野
美
枝
子
　
監
修

P
H
P
研
究
所

■
海
の
な
か
の
ぞ
い
た

よ
し
の
ゆ
う
す
け
　
作

福
音
館
書
店

■
横
浜
1
9
6
3

伊
東
潤
　
著

文
藝
春
秋

■
総
選
挙
ホ
テ
ル

桂
望
実
　
著

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

■
拒
食
症
と
過
食
症
の
治
し
方

切
池
信
夫
　
監
修

講
談
社

■
ビ
ジ
ュ
ア
ル
年
表
台
湾
統
治
五

十
年

乃
南
ア
サ
　
著

講
談
社
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消
し
ま
し
ょ
う
　

そ
の
火
そ
の
時
　

そ
の
場
所
で

住警器消太

取
り
付
け
よ
う

火
災
警
報
器
！

種別 サ イ レ ン 吹 鳴 パ タ ー ン

建物火災

山林火災

鎮　　火

４秒吹鳴

１０秒吹鳴

３０秒吹鳴

１０秒吹鳴 １０秒吹鳴 １０秒吹鳴 １０秒吹鳴

４秒吹鳴 ４秒吹鳴 ４秒吹鳴 ４秒吹鳴 ４秒吹鳴 ４秒吹鳴
休止

休止 休止 休止 休止

休止 休止 休止 休止 休止

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

主
　
催

　
高
知
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会

協
　
賛

高
知
県
障
害
者
作
品
展
示
実
行

委
員
会

後
　
援

宿
毛
市
、
宿
毛
市
社
会
福
祉
協

議
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
授
産
園

　
蕁
６
３
―

５
６
５
１

　
薨
６
３
―

５
６
５
３

「
キ
ャ
ン
プ
だ
！
沖
の
島
」
の

お
知
ら
せ

　
公
益
社
団
法
人
宿
毛
青
年
会
議

所
で
は
、
宿
毛
市
・
大
月
町
・
三

原
村
の
小
学
校
５
〜
６
年
生
を
対

象
と
し
て
、
沖
の
島
（
久
保
浦
海
岸
）

で
１
泊
２
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
沖
の
島
の
自
然

に
触
れ
、
海
の
素
晴
ら
し
さ
を
体

験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
、

開
催
日

　
８
月
６
日

（土）
〜
８
月
７
日

（日）

※
予
備
日

　
８
月

２７
日

（土）
〜
８
月

２８
日

（日）

参
加
対
象

宿
毛
市
・
大
月
町
・
三
原
村
の

小
学
校
５
〜
６
年
生

定
　
員
　

２５
名
程
度

参
加
費
　
３
０
０
０
円

　
　
　
　
（
保
険
料
込
み
）

※
詳
し
く
は
各
小
学
校
に
配
布
す

る
資
料
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
青
年
会
議
所

　
蕁
６
３
―

３
４
８
４

日
曜
大
工
教
室
の
ご
案
内

　
県
立
中
村
高
等
技
術
学
校
で
は
、

学
校
Ｐ
Ｒ
と
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
「
日
曜
大
工
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

内
 

容

・
木
造
コ
ー
ス

木
工
作
業
…
千
切
り
（
ち
ぎ
り
）

技
法
に
よ
る
メ
モ
ボ
ー
ド
作
り

・
左
官
コ
ー
ス

色
石
を
使
っ
た
小
物
入
れ
作
り

定
　
員

　
木
造
コ
ー
ス
　
６
名

　
左
官
コ
ー
ス
　
８
名

※
ど
ち
ら
も
先
着
順
で
、
定
員
に

な
り
次
第
、
募
集
を
終
了
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
蕁
６
３
―
３
１
１
１

　
薨
６
３
―
３
３
９
６

消
防
団
員
招
集
サ
イ
レ
ン
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ

　
宿
毛
市
で
は
火
災
発
生
時
な
ど
、

迅
速
に
消
防
団
員
を
招
集
す
る
た

め
に
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、
従
来
の
機
器

が
老
朽
化
し
た
た
め
、
４
月
か
ら

は
新
し
く
整
備
し
た
宿
毛
市
防
災

情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
ス
ピ
ー
カ

ー
を
使
用
し
て
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
の
音

と
は
違
い
が
あ
り
又
、
大
津
波
警

報
の
音
と
似
て
い
る
と
の
意
見
も

頂
き
、
従
来
の
サ
イ
レ
ン
音
に
よ

り
近
い
も
の
に
改
善
し
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
パ
タ
ー
ン
を
追

記
し
て
お
り
ま
す
の
で
参
考
と
し

て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
８
月

２１
日

（日）
　

１０
時
〜

１２
時

　（
受
付
９
時

３０
分
〜
）

場
　
所

　
高
知
県
立
中
村
高
等
技
術
学
校

申
込
期
間

　
７
月

２７
日

（水）
〜
８
月

１２
日

（金）

申
込
方
法

電
話
・
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い

ず
れ
か
で
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
お
申
し
込
み
の
際
、
希
望
の
コ

ー
ス
・
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
年
齢
制
限
　
無

※
小
学
生
以
下
の
場
合
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
料
　
無
　
料

※
た
だ
し
、
傷
害
保
険
料
と
し
て

当
日
、
１
５
０
円
を
お
支
払
い

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
金
額
は
参
加
人
数
に
よ

り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

道
　
具
　
当
日
、
お
貸
し
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
立
中
村
高
等
技
術
学
校

　
（
四
万
十
市
具
同
５
１
７
９
）

　
蕁
０
８
８
０
―

３
７
―

２
７
２
３

　
薨
０
８
８
０
―

３
７
―

２
７
２
４



⑩

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

専
決
処
分
議
案
二
件
、「
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

な
ど
人
事
議
案
四
件
、「
平
成
二
十

八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な

ど
予
算
議
案
四
件
、「
宿
毛
市
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
」

な
ど
条
例
議
案
四
件
、「
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
」
な
ど
そ
の

他
議
案
二
件
の
合
計
十
六
議
案
で
、

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
二
十
日
、
二
十
一
日
に
は
市
政

に
対
す
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
九

人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
二
日
に
は
議
案
に
対

す
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
「
伊

方
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
ず
廃
炉

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
」
が
審
議
さ
れ
、
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
議
員
か
ら
「
庁
舎

建
設
及
び
耐
震
補
強
に
伴
う
財
政

支
援
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」

が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原

案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
七
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で

六
千
八
百
八
十
三
万
一
千
円
が
増

額
補
正
さ
れ
、
累
計
で
百
十
二
億

九
千
三
百
五
十
七
万
九
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
（
直

七
高
付
加
価
値
化
計
画
）

…
…
…
一
千
八
百
八
十
万
六
千
円

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成

金
…
…
…
…
…
七
百
三
十
万
円

○
宿
毛
市
斎
場
施
設
修
繕
料

　
…
…
…
…
…
…
…
…
五
百
万
円

○
空
家
対
策
調
査
委
託
料

　
…
…
…
…
…
…
六
百
二
十
一
万
円

○
陸
上
競
技
場
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
タ

イ
マ
ー
購
入
費

　
…
…
…
…
…
…
五
百
六
十
七
万
円

第
二
回
（
六
月
）
定
例
会
日
程

６
月
１３
日
（
月
）
本
会
議
�

開
会
、
議
案
上
程

�

�

提
案
理
由
の
説
明

�

１４
日
（
火
）
休
　
会
�

議
案
等
精
査

�

１５
日
（
水
）
休
　
会
�

議
案
等
精
査

�

１６
日
（
木
）
休
　
会
�

議
案
等
精
査

�

１７
日
（
金
）
休
　
会
�

議
案
等
精
査

�

１８
日
（
土
）
休
　
会

�

１９
日
（
日
）
休
　
会

�

２０
日
（
月
）
本
会
議
�

一
般
質
問

�

２１
日
（
火
）
本
会
議
�

一
般
質
問

�

２２
日
（
水
）
本
会
議
�

議
案
質
疑

�

２３
日
（
木
）
休
　
会
　
�
委
員
会
審
査

�

２４
日
（
金
）
休
　
会
�

委
員
会
審
査

�

２５
日
（
土
）
休
　
会

�

２６
日
（
日
）
休
　
会

�

２７
日
（
月
）
休
　
会

�

２８
日
（
火
）
休
　
会
�

委
員
会
審
査

�

２９
日
（
水
）
本
会
議
�

委
員
長
報
告
、
質
疑
、

�

�

討
論
、
表
決
、
閉
会

　
第
二
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
十
三
日
に
開
会
し
、

十
七
日
間
の
会
期
で
六
月
二
十
九
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第83号
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◎
議
案
第
十
一
号
　
宿
毛
市
特
別

職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦

福
祉
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
十
二
号
　
宿
毛
市
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省

令
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
十
四
号
　
宿
毛
市
国
民

宿
舎
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
今
年
度
よ
り
㈱
ピ
ア
ー
サ
ー

テ
ィ
ー
が
管
理
運
営
し
て
い
る

国
民
宿
舎
椰
子
に
つ
い
て
、
七

月
一
日
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
に
合
わ
せ
て
入
浴
料
金
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
一
号
　
平
成
二
十
八
年

度
宿
毛
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処

分
の
承
認
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
七
年
度
決
算
に
伴

う
国
保
会
計
に
お
け
る
収
支
不

足
額
に
つ
い
て
、
繰
上
充
用
金

を
緊
急
に
予
算
補
正
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
、
四
千
九
百
三

十
九
万
四
千
円
の
追
加
に
つ
い

て
地
方
自
治
法
第
一
七
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
専
決
処
分

し
た
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
二
号
　
平
成
二
十
八
年

度
宿
毛
市
学
校
給
食
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の

承
認
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
七
年
度
決
算
に
伴

う
給
食
費
の
未
納
金
に
つ
い
て
、

繰
上
充
用
金
を
緊
急
に
予
算
補

正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、

四
十
一
万
九
千
円
の
追
加
に
つ

い
て
地
方
自
治
法
第
一
七
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
専
決
処

分
し
た
も
の
で
す
。

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

不
　

採
　

択

第
7
号

伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
ず
廃
炉
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

承
　
　
認

承
　
　
認

同
　
　
意

同
　
　
意

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号

第
3
号

第
4
号

第
6
号

第
7
号

第
8
号

～
第
10
号

第
11
号

第
12
号

第
13
号

第
14
号

第
15
号

第
16
号

意
見
書
案

第
1
号
�

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

平
成
二
十
八
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事

業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
下
水
道
事
業
）
補
正
予
算

に
つ
い
て

宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
国
民
宿
舎
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

幡
多
西
部
介
護
認
定
審
査
会
共
同
設
置
規
約
の
一
部

を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

庁
舎
建
設
及
び
耐
震
補
強
に
伴
う
財
政
支
援
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

～

条
　
　
例

専
　
　
決

▼ 

陳
　
　
情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。



原田 秀明 議員

野々下 昌文 議員

⑫

A
　
熊
本
県
で
は
、
罹
災
証
明
の

再
鑑
定
の
申
請
が
二
万
二
千
件
を

超
え
て
い
る
が
、
宿
毛
市
で
は
ど

の
よ
う
な
体
制
を
準
備
し
て
い
る

の
か
問
う
。

B
　
罹
災
証
明
書
交
付
に
あ
た
っ

て
の
体
制
は
、
実
施
責
任
者
を
税

務
課
と
定
め
、
専
門
的
な
知
識
及

び
経
験
を
有
す
る
職
員
の
育
成
や

本
市
と
他
の
地
方
公
共
団
体
又
は

民
間
団
体
の
連
携
の
確
保
、
そ
の

他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
定

め
て
お
り
、
税
務
課
固
定
資
産
税

係
の
職
員
が
「
高
知
県
住
家
被
害

認
定
士
養
成
研
修
」
を
受
講
し
、

罹
災
証
明
書
発
行
に
必
要
な
被
害

認
定
調
査
業
務
等
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
る
。
被
災
後
の
速

や
か
な
罹
災
証
明
書
の
発
行
に
着

手
で
き
る
よ
う
、
職
員
へ
の
研
修

を
行
う
な
ど
の
体
制
整
備
に
努
め

今
後
近
隣
市
町
村
と
も
協
議
の
場

を
持
っ
て
い
く
。

A
　
被
災
後
の
生
活
を
始
め
る
た

め
に
、
速
や
か
な
仮
設
住
宅
の
建

設
に
入
る
体
制
作
り
も
重
要
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
仮
設
住
宅
用

地
の
事
前
選
定
は
な
さ
れ
て
い
る

も
の
な
の
か
問
う
。

B
　
本
市
に
お
い
て
は
、
迅
速
な

復
旧
・
復
興
を
図
る
た
め
に
は
、

仮
設
住
宅
用
地
を
含
め
、
遺
体
安

置
所
や
瓦
礫
の
一
時
保
管
場
所
等

の
機
能
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お

く
「
事
前
対
策
」
が
重
要
で
あ
る
が
、

現
段
階
に
お
い
て
正
式
に
仮
設
住

宅
用
地
の
選
定
が
で
き
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
今
年
度
、
事
前
対

策
と
し
て
「
応
急
期
機
能
配
置
計

画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
て
、

仮
設
住
宅
用
地
に
つ
い
て
も
配
置

場
所
の
選
定
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

A
　
英
語
を
体
験
さ
せ
る
「
日
新
館
」

事
業
の
今
後
の
予
定
を
問
う
。

B
　
え
い
ご
塾
「
日
新
館
」
事
業
は
、

週
一
回
、
講
師
に
よ
り
一
時
間
程

度
、
未
就
学
児
を
対
象
に
英
語
を

体
験
さ
せ
る
機
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
の
楽
し
さ

を
教
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
年

間
五
十
回
、
一
回
二
十
人
の
事
業

実
施
を
目
標
と
し
て
い
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
財
源
確
保
が
で
き
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
、
講
師
の
人
選

や
具
体
的
内
容
の
調
整
が
必
要
な

状
況
で
あ
る
が
、
小
学
校
で
の
英

語
教
育
の
拡
充
と
い
う
大
き
な
流

れ
も
あ
る
の
で
、
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

A
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
管
理
す
る

組
織
や
方
針
な
ど
は
一
つ
の
重
要

な
施
策
と
し
て
指
示
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
新
し
い
も
の
に
作
り
替

え
る
べ
き
だ
が
市
長
の
考
え
を
問
う
。

B
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

宿
毛
市
の
顔
と
し
て
行
政
情
報
を

始
め
、
観
光
や
移
住
な
ど
、
本
市

の
様
々
な
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く

タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
関
係
各
課
に

お
い
て
点
検
・
見
直
し
な
ど
の
対

応
を
し
て
い
く
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
熊
本
地
震
後
に
市
民
か
ら
心

配
の
声
、
本
市
の
活
断
層
に
対
す

る
認
識
と
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
平
井
地
区
か
ら
愛
南
町
脇
本

に
か
け
て
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
宿

　
第
二
回
（
六
月
）
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
二
十
日
、
二

十
一
日
の
二
日
間
に
九
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

熊
本
地
震
を
教
訓
に
し

た
災
害
対
策
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
英
語
教

育
に
つ
い
て

宿
毛
市
の
情
報
発
信
媒

体
に
つ
い
て

熊
本
地
震
後
の
防
災
関

連
事
業
に
つ
い
て
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毛
断
層
が
あ
る
が
、
中
央
構
造
線

断
層
帯
や
熊
本
地
震
の
原
因
と
な

っ
た
活
断
層
帯
と
は
規
模
や
活
動

間
隔
も
大
き
く
異
な
り
、
地
震
が

発
生
す
る
確
率
は
極
め
て
低
く
ほ

ぼ
ゼ
ロ
％
に
近
い
。
し
か
し
、
三

十
年
以
内
に
七
三
％
の
確
率
で
震

度
六
弱
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
対
策
に
つ
い

て
は
一
層
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

A
　
携
帯
電
話
の
不
感
地
帯
や
屋

外
放
送
の
届
か
な
い
地
域
へ
の
認

識
と
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
こ
う
し
た
状
況
を
解
消
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
が

開
発
さ
れ
て
い
る
。
放
送
内
容
を

録
音
し
た
音
声
が
電
話
を
通
じ
て

聞
け
る
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
現

行
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
運

用
す
る
中
で
補
完
で
き
る
仕
組
み

を
研
究
し
て
い
く
。

　
災
害
時
の
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
、
様
々

な
伝
達
手
段
が
あ
り
、
平
素
と
異

な
る
事
象
を
感
じ
た
ら
自
主
的
に

避
難
す
る
な
ど
早
め
の
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。

A
　
改
正
地
域
再
生
法
に
基
づ
く

本
市
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

B
　
地
方
版
総
合
戦
略
に
位
置
付

け
ら
れ
た
事
業
の
う
ち
、
地
方
公

共
団
体
の
自
主
的
、
主
体
的
な
取

り
組
み
で
、
先
導
的
な
も
の
で
あ

り
、
官
民
共
同
地
域
間
連
携
、
政

策
間
連
携
等
、
特
に
先
駆
的
な
事

業
か
ら
優
先
的
に
事
業
を
採
択
す

る
と
い
う
非
常
に
厳
し
い
要
件
が

示
さ
れ
た
。

　
国
の
事
前
相
談
会
に
お
い
て
、

総
合
戦
略
に
盛
り
込
ん
だ
複
数
事

業
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
た
実
施

計
画
を
作
成
し
た
が
、
厳
し
い
指

摘
を
受
け
た
。
こ
の
た
め
事
前
相

談
で
国
か
ら
評
価
の
高
か
っ
た
直

七
等
の
柑
橘
に
特
化
し
た
実
施
計

画
を
作
り
直
し
、
採
択
の
確
率
を

上
げ
る
た
め
、
県
と
四
万
十
市
と

連
携
し
た
広
域
連
携
事
業
、
高
知

県
に
お
け
る
外
商
活
動
の
拡
大
事

業
と
し
て
国
へ
申
請
書
を
出
し
て

い
る
。
採
択
結
果
は
九
月
初
旬
に

明
ら
か
に
な
る
。

A
　
今
後
、
事
業
実
施
の
見
込
め

な
い
事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
行
く
の
か
所

見
を
問
う
。

B
　
三
十
三
事
業
の
う
ち
、
事
業

実
施
の
見
込
み
が
立
っ
て
い
な
い

十
事
業
は
実
施
す
べ
き
も
の
は
実

施
し
、
見
直
す
べ
き
も
の
は
見
直

し
を
行
っ
て
い
く
。

　
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
単
年

度
の
計
画
で
は
な
く
、
平
成
二
十

七
年
か
ら
三
十
一
年
ま
で
五
年
間

を
一
期
と
し
、
二
期
、
三
期
と
今

後
続
い
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
優
先
順

位
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
事
業

を
実
施
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
よ
っ
て
事
業
を
磨
き
上
げ
、
よ

り
実
効
性
の
あ
る
戦
略
に
し
て
い

く
。

A
　
千
寿
園
に
お
け
る
今
回
の
事

案
に
つ
い
て
の
事
実
関
係
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
利
用
者
の
関
係
者
か
ら
の
通

報
を
受
け
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
入
所
者
に
対
し
て
怒
る
、
乱

暴
な
言
葉
使
い
や
荒
い
口
調
で
話

す
等
高
齢
者
虐
待
の
防
止
等
の
た

め
の
措
置
義
務
違
反
を
確
認
し
た
。

ま
た
二
十
五
年
度
か
ら
三
年
間
で

六
十
八
件
の
誤
薬
が
あ
っ
た
。

A
　
投
薬
ミ
ス
に
よ
り
利
用
者
が

体
調
を
崩
し
た
こ
と
は
な
い
と
言

わ
れ
る
が
、
千
寿
園
に
医
師
は
常

駐
し
て
い
な
い
。
投
薬
ミ
ス
を
発

見
し
た
時
の
医
師
へ
の
報
告
並
び

に
こ
の
よ
う
な
判
断
は
誰
が
し
て

き
た
の
か
問
う
。

B
　
投
薬
ミ
ス
が
発
生
し
た
時
は

看
護
師
が
利
用
者
の
状
態
と
薬
の

内
容
を
確
認
し
て
協
力
病
院
に
そ

の
内
容
を
連
絡
し
、
指
示
を
仰
ぎ

対
応
し
て
き
た
。
今
後
は
全
て
の

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
医
師
と
の
連
携

を
徹
底
し
た
い
。

A
　
今
回
の
事
案
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
、
現

時
点
で
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
問

う
。

B
　
主
に
確
認
不
足
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
職
員
の
危
機
管
理
意
識

が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

A
　
今
回
の
問
題
に
つ
い
て
設
置

者
で
あ
る
宿
毛
市
長
と
し
て
責
任

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

問
う
。

B
　
設
置
者
で
あ
る
市
長
と
し
て
、

そ
の
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
。
現

在
、
高
知
県
が
調
査
を
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
監
査
結
果
を
踏
ま
え

判
断
し
た
い
。

A
　
千
寿
園
か
ら
提
出
さ
れ
た
虐

待
に
お
け
る
改
善
措
置
報
告
書
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
評

価
・
点
検
を
す
る
の
か
問
う
。

B
　
虐
待
に
お
け
る
改
善
措
置
報

告
書
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
で
あ

る
保
健
介
護
課
が
適
時
確
認
し
て

い
く
。
確
認
内
容
に
つ
い
て
は
高

齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委

員
会
で
評
価
し
て
い
く
。

地
方
創
生
事
業
に
つ
い
て

千
寿
園
問
題
に
つ
い
て
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B
　
千
寿
園
の
指
定
管
理
へ
の
移

行
に
よ
る
配
置
等
、
全
体
の
職
員

配
置
を
検
討
す
る
中
で
沖
の
島
診

療
所
の
職
員
配
置
を
検
討
す
る
。

A
　
避
難
道
、
避
難
場
所
、
避
難
所
、

仮
設
住
宅
地
の
現
状
や
目
安
を
問

う
。

A
　
今
回
の
事
案
を
受
け
て
改
め

て
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
と
職
員

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
と
意
識
改
革
を
痛

感
し
た
が
、
そ
の
取
組
み
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
職
員
の
処
遇
改
善
に
も
取
り

組
ん
で
行
く
。
ま
た
、
市
長
と
し

て
千
寿
園
の
中
に
入
っ
て
職
員
と

一
緒
に
な
り
改
善
に
取
組
む
。

A
　
今
年
度
か
ら
、
高
知
県
へ
き

地
医
療
協
議
会
の
所
属
す
る
医
師

が
減
る
こ
と
に
伴
い
、
沖
の
島
に

お
け
る
診
療
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
。

医
師
の
確
保
は
市
長
の
責
務
で
あ

る
が
、
今
後
の
医
師
確
保
に
向
け

て
の
決
意
を
問
う
。

B
　
島
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る

た
め
に
も
、
医
師
の
確
保
に
向
け

て
派
遣
医
師
の
人
事
を
行
う
高
知

県
に
さ
ら
に
要
望
し
て
い
く
。
併

せ
て
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
等
関
係

機
関
へ
の
働
き
か
け
や
自
分
の
人

脈
を
フ
ル
に
活
用
し
な
が
ら
医
師

確
保
に
取
組
ん
で
い
く
。

A
　
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日

に
お
け
る
看
護
師
の
配
置
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
避
難
場
所
二
百
四
ヵ
所
に
対

す
る
整
備
が
必
要
な
避
難
道
は
八

十
九
ヵ
所
で
地
区
と
と
も
に
現
地

を
精
査
す
る
中
で
ほ
ぼ
完
了
で
あ
る
。

避
難
所
は
三
千
人
程
度
の
不
足
が

あ
り
公
共
施
設
を
中
心
と
し
た
高

台
へ
の
整
備
を
検
討
す
る
中
で
、

避
難
所
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
広
域
避
難
に
つ
い
て
も
近
隣

市
町
村
と
協
議
し
て
い
る
。

A
　
市
民
に
お
願
い
し
て
い
る
食
料

等
の
備
蓄
量
は
ど
の
程
度
か
。

B
　
食
料
、
飲
料
水
と
も
三
日
分

（
水
は
九
リ
ッ
ト
ル
）
と
し
て
い
る
。

A
　
防
災
本
部
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
市
長
、
職
員
の
皆
さ
ん
は

す
べ
て
ツ
ー
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ
っ

て
い
る
。
一
つ
は
市
長
の
帽
子
、
一

つ
は
防
災
本
部
長
の
帽
子
で
あ
る
。

そ
の
任
務
を
同
時
に
達
成
す
る
た

め
に
は
、
こ
の
庁
舎
の
資
料
、
ソ

フ
ト
、
ハ
ー
ド
す
べ
て
が
生
き
て

は
じ
め
て
機
能
す
る
。
そ
の
た
め

に
は
一
か
所
で
し
っ
か
り
し
た
建

物
の
中
で
両
任
務
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。
本
部
庁
舎
の
建
て
位

置
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
災
害
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
設

置
場
所
が
変
わ
る
こ
と
な
く
、
本

庁
舎
に
全
て
の
機
能
を
置
く
こ
と

が
望
ま
し
く
、
建
て
替
え
等
は
喫

緊
の
検
討
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

A
　
危
険
老
朽
空
家
へ
の
柔
軟
な

対
応
策
の
検
討
状
況
を
問
う
。

B
　
空
家
再
生
等
推
進
事
業
補
助

要
綱
を
変
更
し
た
上
で
、
柔
軟
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
三
年
ほ
ど
前
に
、
官
民
で
自

衛
艦
寄
港
時
の
接
遇
要
領
を
決
め

た
が
、
今
も
実
行
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、燃
料
や
食
料
が
調
達
で
き
る

よ
う
な
体
制
が
な
け
れ
ば
、
接
遇

で
高
評
価
を
得
て
も
寄
港
促
進
に

繋
が
ら
な
い
。
市
長
の
所
見
を
問
う
。

B
　
今
後
と
も
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
送
迎
バ
ス
の
運
行

や
市
内
の
マ
ッ
プ
制
作
な
ど
寄
港

促
進
に
取
り
組
む
。

A
　
下
関
海
自
基
地
の
七
百
人
部

隊
指
揮
官
の
話
で
は
隊
員
の
年
間

所
得
の
約
七
割
は
消
費
活
動
に
回

り
、
そ
の
波
及
効
果
は
約
八
十
億

円
に
な
る
。
そ
こ
に
食
糧
費
や
市

税
、
基
地
交
付
金
、
周
辺
対
策
事

業
等
が
加
わ
り
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
の
こ
と
。
宿
毛
の
人
口
増
、

経
済
効
果
、
防
災
の
後
ろ
盾
等
、

誘
致
の
果
実
が
得
ら
れ
れ
ば
、
子

育
て
支
援
、
国
保
税
の
削
減
等
福

祉
政
策
も
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
所
見
を
問
う
。

B
　
自
衛
隊
誘
致
で
地
域
経
済
の

活
性
化
、
防
災
対
策
、
人
口
減
少

対
策
に
つ
な
が
る
の
で
前
向
き
に

取
り
組
む
。

A
　
宿
毛
市
の
現
状
と
推
進
の
方

策
を
問
う
。

B
　
小
中
一
貫
教
育
の
一
つ
の
形

態
で
あ
る
中
学
校
教
員
の
小
学
校

へ
の
乗
り
入
れ
授
業
等
の
小
中
連

携
教
育
を
進
め
て
い
る
。
中
一
ギ

ャ
ッ
プ
の
解
消
の
た
め
の
義
務
教

育
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
調
査
・

検
証
し
て
い
く
。

沖
の
島
地
区
の
医
師
の

確
保
対
策
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

危
険
老
朽
空
家
に
つ
い
て

自
衛
艦
の
寄
港
と
誘
致

に
つ
い
て

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
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A
　
公
共
事
業
な
ど
、
市
内
業
者

の
優
先
策
に
つ
い
て
入
札
制
度
を

改
革
し
、
市
内
で
の
経
済
波
及
効

果
を
も
た
ら
す
よ
う
な
方
策
が
必

要
で
は
な
い
か
、
市
長
の
所
見
を

問
う
。

B
　
入
札
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
内

業
者
優
先
を
基
本
と
し
、
行
っ
て

い
る
。
市
内
に
業
者
数
の
少
な
い

業
種
は
、
競
争
性
の
確
保
と
い
う

面
か
ら
も
、
市
外
業
者
を
含
め
て
、

入
札
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
事
業
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
市
内
業
者
だ
け
で
は
、
品
質

の
確
保
が
困
難
と
な
る
も
の
も
あ

る
が
、
そ
の
よ
う
な
と
き
で
も
、

市
外
業
者
と
市
内
業
者
と
の
共
同

企
業
体
で
の
発
注
等
、
で
き
る
だ

け
市
内
業
者
を
優
先
で
き
る
方
法

を
、
今
後
も
、
入
札
の
競
争
性
や

公
平
性
を
確
保
し
つ
つ
、
市
内
業

者
を
優
先
す
る
た
め
の
、
よ
り
よ

い
方
法
が
な
い
か
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

A
　
景
観
形
成
は
、
都
市
計
画
の

最
終
目
標
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、

お
墓
に
対
す
る
景
観
的
配
慮
、
目

隠
し
と
し
て
の
修
景
な
ど
、
街
か

ら
は
、
目
立
た
な
い
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
宿
毛
市
に
は
、
墓
地
、
埋
葬
等

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
が
あ
り
、

市
長
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
条
例
に
「
周
辺
の
自

然
と
十
分
に
調
和
す
る
よ
う
に
努

め
る
」
と
か
、「
周
辺
の
美
観
を
損

な
う
こ
と
な
く
・
・
云
々
」
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
て
、

許
可
さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
宿
毛
市
で
は
、
宿
毛
市
墓
地

埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
、

同
施
行
規
則
宿
毛
市
墓
地
対
策
要

綱
に
よ
り
、
設
置
に
関
す
る
規
準

等
を
定
め
て
お
り
、
近
隣
住
民
の

同
意
や
周
辺
施
設
の
状
況
、
緑
化

率
や
隣
接
地
、
隣
と
の
境
界
へ
の

生
け
垣
等
の
設
置
な
ど
、
申
請
内

容
の
確
認
等
現
地
調
査
を
実
施
し

て
、
設
置
者
に
対
し
て
、
許
可
を

行
っ
て
い
る
。

A
　
墓
地
は
、
今
後
も
ふ
え
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
も
う
少
し
景
観
に
配
慮
を
お
願

い
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
墓
地
関
係
条
例
の
文
言
を
、
も

っ
と
厳
格
に
運
用
す
る
必
要
が
あ

る
よ
う
に
も
思
う
。

　
そ
れ
で
も
な
お
、
規
制
誘
導
等

で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
景
観

法
に
基
づ
く
景
観
条
例
を
策
定
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
市
長
の
所
見

を
問
う
。

B
　
近
年
、
墓
地
の
新
設
相
談
や

申
請
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。

　
市
内
に
無
秩
序
に
墓
地
が
増
加

す
る
こ
と
を
抑
制
す
る
手
法
と
し

て
、
現
行
条
例
の
改
正
や
、
景
観

条
例
の
策
定
に
よ
る
規
制
強
化
も
、

一
つ
の
手
法
で
は
あ
る
と
は
考
え

る
が
、
現
段
階
で
は
、
現
行
の
法

律
や
、
条
例
等
の
範
囲
内
で
厳
格

に
運
用
し
て
い
き
た
い
。

A
　
熊
本
地
震
の
被
災
地
に
お
い

て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
体

制
が
整
っ
て
い
な
い
実
態
が
あ
る

よ
う
だ
が
、
本
市
の
受
入
態
勢
、
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
震
度
五
弱
以
上
の
地
震
、
大

規
模
な
風
水
害
等
が
発
生
し
た
場

合
、
宿
毛
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

災
害
対
策
本
部
と
連
携
し
被
害
状

況
を
把
握
し
た
上
で
、
宿
毛
青
年

会
議
所
、
そ
し
て
高
知
県
社
会
福

祉
協
議
会
内
で
組
織
さ
れ
る
高
知

県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

窓
口
と
も
連
携
を
取
り
合
い
、
宿

毛
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
設
置
に
つ
い
て
判
断
す
る
。
設

置
決
定
後
は
災
害
発
生
か
ら
七
十

二
時
間
を
目
安
と
し
て
活
動
開
始

に
向
け
た
体
制
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
災
害
状
況
、

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
者
を
適
正
に
配
置
す

る
た
め
、
災
害
支
援
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
に
求
人
票
を
貼
り
出
す
な
ど

作
業
の
緊
急
性
の
有
無
、
特
殊
性

を
明
示
し
、
円
滑
な
復
旧
活
動
が

成
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

A
　
ド
ロ
ー
ン
の
災
害
発
生
時
の

活
用
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
小
型
無
人
飛
行
機
ド
ロ
ー
ン

に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
全
国
的

に
事
故
が
多
発
し
、
ま
た
、
飛
行

時
間
、
積
載
量
に
も
制
約
が
あ
る

た
め
、
物
資
輸
送
で
の
活
用
は
困

難
と
考
え
る
。
た
だ
、
各
企
業
、

各
分
野
で
も
注
目
さ
れ
、
成
長
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
被
災
後
の
情

報
収
集
で
の
活
用
な
ど
、
技
術
的
、

コ
ス
ト
的
な
面
も
考
慮
し
な
が
ら

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

A
　
今
回
導
入
さ
れ
た
高
知
・
徳

島
の
合
区
選
挙
に
つ
い
て
見
解
を

問
う
。

景
気
対
策
と
し
て
の
入
札

制
度
の
改
革
に
つ
い
て

景
観
整
備
に
つ
い
て

災
害
発
生
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

参
院
選
の
選
挙
制
度
に

つ
い
て
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B
　
合
区
は
参
議
院
に
お
け
る
一

票
の
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
措
置
で
あ
る
が
、
地
方

の
声
が
国
政
に
届
き
に
く
く
な
る

と
い
う
懸
念
が
あ
り
、
地
域
性
や

文
化
の
異
な
る
両
県
を
一
括
り
の

選
挙
区
に
す
る
こ
と
に
も
疑
問
を

感
じ
て
い
る
。
都
市
の
一
極
集
中

を
見
直
そ
う
と
し
て
い
る
中
、
地

方
の
多
様
な
意
見
が
反
映
さ
れ
ず
、

地
方
創
生
の
政
策
に
逆
行
す
る
都

市
が
勝
っ
て
地
方
が
負
け
る
、
そ

ん
な
構
図
に
な
る
の
で
は
と
危
惧

し
て
い
る
。
合
区
は
一
日
も
早
く

解
消
し
、
各
県
か
ら
確
実
に
代
表

を
送
り
出
せ
る
、
そ
う
い
っ
た
選

挙
制
度
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
今
後
合
区
解
消
に
向
け
、
市
長

会
等
を
通
じ
高
知
県
内
や
四
国
内

の
市
町
村
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

要
望
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

A
　
予
算
が
七
百
万
円
計
上
さ
れ

て
い
る
が
具
体
的
な
説
明
を
求
め

る
。

B
　
県
道
沿
線
家
屋
の
浸
水
被
害

の
解
消
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、

昨
年
度
末
に
県
と
の
合
意
に
至
り
、

県
が
与
市
明
川
の
河
川
改
修
と
合

わ
せ
て
錦
川
の
バ
ッ
ク
堤
整
備
と

県
道
の
嵩
上
げ
工
事
を
実
施
し
、

市
が
排
水
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
方

針
が
決
定
し
た
。
　
　

　
本
年
度
は
ポ
ン
プ
の
設
計
を
発

注
す
る
。
今
後
も
県
と
し
っ
か
り

と
連
携
し
早
期
の
完
成
を
目
指
す
。

A
　
県
は
住
民
説
明
会
を
行
っ
て

い
る
が
、
市
か
ら
の
周
知
に
つ
い

て
所
見
を
問
う
。

B
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
う
広

域
的
な
地
盤
沈
降
及
び
津
波
に
よ

る
広
範
囲
か
つ
長
期
的
な
浸
水
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
事
業

主
体
が
県
に
よ
る
河
川
堤
防
や
海

岸
堤
防
の
地
震
・
津
波
対
策
が
事

業
化
さ
れ
た
。
昨
年
度
、
各
地
域

で
十
八
回
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ

た
が
、
住
民
か
ら
そ
の
説
明
に
疑

問
や
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
今
後
も
住
民
説
明
会
を

重
ね
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

　
市
と
し
て
も
意
見
を
積
極
的
に

県
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、「
広
報

す
く
も
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

活
用
し
て
情
報
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

A
　
地
方
単
独
事
業
の
影
響
額
に

つ
い
て
は
二
十
七
年
度
と
二
十
八

年
度
に
三
千
万
円
を
予
算
措
置
し

て
い
る
が
、
二
十
七
年
度
決
算
に

お
い
て
五
千
万
円
近
く
の
収
入
不

足
と
な
り
初
と
な
る
翌
年
度
会
計

よ
り
の
繰
上
充
用
を
行
っ
た
。
二

十
年
度
か
ら
二
十
六
年
度
ま
で
の

地
方
単
独
事
業
影
響
額
の
合
計
は

約
八
千
六
百
万
円
で
あ
り
二
十
七

年
度
に
全
額
を
一
般
会
計
よ
り
繰

入
を
し
て
い
た
ら
繰
上
充
用
は
し

な
く
て
よ
か
っ
た
が
、
平
成
三
十

年
度
に
県
へ
移
管
す
る
ま
で
、
ど

の
よ
う
に
国
保
の
運
営
を
さ
れ
る

の
か
問
う
。

B
　
国
保
財
政
の
安
定
化
、
保
険

税
負
担
の
標
準
化
に
資
す
る
た
め
、

財
政
安
定
化
支
援
事
業
に
係
る
法

定
繰
出
金
が
あ
る
。
総
務
省
の
繰

出
基
準
の
八
割
を
交
付
税
措
置
、

残
り
の
二
割
を
一
般
財
源
で
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
。

二
十
八
年
度
以
降
は
こ
の
二
割
の

財
源
も
繰
出
し
適
正
な
国
保
運
営

に
努
め
る
。
二
十
七
年
度
に
お
け

る
二
割
相
当
額
は
約
一
千
万
円
で

あ
る
。

A
　
一
年
で
一
千
万
円
な
ら
基
金

を
取
り
崩
し
た
と
き
か
ら
だ
と
一

億
ぐ
ら
い
に
な
る
。
三
十
年
度
に

累
積
赤
字
が
生
じ
た
場
合
、
こ
れ

ま
で
繰
出
し
て
い
な
い
分
の
繰
出

し
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
三
十
年
度
に
発
生
す
る
累
積

赤
字
に
つ
い
て
は
、
財
政
安
定
化

支
援
事
業
に
係
る
繰
出
基
準
額
一

○
○
％
の
財
政
措
置
は
行
う
が
、

年
度
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
繰
出
し

は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
も
医
療

費
の
適
正
化
等
に
取
組
み
適
正
な

運
営
に
努
め
る
。

A
　
所
信
表
明
に
あ
る
よ
り
良
い

教
育
と
は
、
ど
う
考
え
る
か
問
う
。

B
　
子
ど
も
達
が
こ
の
変
化
の
激

し
い
時
代
を
た
く
ま
し
く
自
分
の

夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
教
育

の
充
実
に
努
め
、
こ
れ
ま
で
の
教

育
方
針
や
目
標
を
継
承
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
べ
き
は

常
に
改
善
し
、
よ
り
良
い
教
育
に

県
道
宿
毛
城
辺
線
の
冠

水
対
策
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
財
政

運
営
の
今
後
に
つ
い
て

河
川
・
海
岸
堤
防
の
津
波
地

震
対
策
事
業
に
お
け
る
地
域

住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て
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向
け
て
不
断
の
努
力
を
重
ね
る
と

の
思
い
か
ら
表
現
し
た
も
の
で
あ

る
。

A
　
元
中
高
教
師
や
障
害
児
の
母

等
、
多
面
的
な
住
民
参
画
の
組
織

が
不
可
欠
だ
。
教
育
委
員
の
職
種

を
問
う
。

B
　
現
在
は
年
齢
四
十
代
か
ら
七

十
代
、
男
性
三
名
、
女
性
一
名
、

職
業
は
農
業
、
僧
侶
、
会
社
員
、

主
婦
で
あ
る
。

A
　
自
ら
考
え
自
ら
判
断
す
る
主

権
者
教
育
、
ま
っ
と
う
な
主
権
者
、

有
権
者
に
な
る
た
め
の
主
権
者
教

育
は
政
治
の
知
識
だ
け
で
な
く
他

者
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
の
課
題

を
追
求
し
て
い
く
力
を
つ
け
る
こ

と
に
あ
る
の
で
高
校
に
な
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
。
そ
の
大
切
さ
を
教

え
取
り
組
む
べ
き
で
な
い
か
問
う
。

B
　
主
権
者
教
育
の
目
的
を
政
治

の
知
識
の
み
な
ら
ず
社
会
の
構
成

員
の
一
員
と
し
て
主
体
的
に
担
う

力
を
発
達
段
階
に
応
じ
て
身
に
つ

け
さ
せ
る
も
の
と
の
こ
と
か
ら
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
る
こ
と
で
な

り
得
る
と
し
深
め
て
い
く
。

A
　
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
新
生
児
誕
生
に
こ
そ
祝
い
金
を

と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

B
　
出
産
祝
い
金
に
つ
い
て
は
大

月
町
で
第
二
子
か
ら
三
万
円
、
三

原
村
は
第
三
子
か
ら
三
万
円
、
黒

潮
町
は
第
一
子
二
万
円
支
給
し
て

い
る
。
財
政
状
況
も
踏
ま
え
た
中

で
必
要
性
を
検
討
す
る
。

A
　
移
住
定
住
推
進
室
が
発
足
し

た
。
二
十
七
年
度
は
三
十
五
名
の

移
住
者
と
聞
く
。
新
住
民
の
持
つ

知
識
や
技
能
が
受
容
さ
れ
両
者
の

間
に
良
好
な
関
係
が
築
か
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
移
住
者
へ
の
対
応

に
つ
い
て
問
う
。

B
　
移
住
者
が
ど
こ
に
住
み
た
い

と
思
っ
て
頂
け
る
か
、
住
ん
で
頂

い
て
い
る
方
が
こ
こ
に
住
み
続
け

た
い
と
お
も
っ
て
頂
け
る
か
そ
う

い
っ
た
気
持
ち
が
大
切
だ
と
思
う
。

移
住
者
に
寄
り
添
う
対
応
を
し
て

い
く
。

A
　
山
林
所
有
者
も
高
齢
と
な
り

山
の
荒
廃
は
免
れ
な
い
。
小
規
模

林
業
者
へ
の
更
な
る
行
政
の
役
割

を
問
う
。

B
　
自
伐
型
林
業
を
志
す
方
と
山

林
所
有
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
市

有
林
の
有
効
活
用
に
も
手
が
け
て

い
く
。
自
伐
型
林
業
の
Ｐ
Ｒ
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
告
知
す
る
。

A
　
地
域
で
住
民
の
交
通
圏
を
保

障
し
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

欠
か
せ
な
い
地
域
公
共
交
通
の
進

捗
状
況
を
問
う
。

B
　
十
月
か
ら
の
実
証
運
行
に
向

け
、
運
行
ダ
イ
ヤ
、
経
路
等
の
計

画
作
成
、
車
両
購
入
な
ど
準
備
を

進
め
て
い
る
。
地
域
と
の
協
議
や

関
係
機
関
と
調
整
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

A
　
昨
年
の
指
定
管
理
者
決
定
以

降
の
現
状
と
、
今
後
の
移
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

B
　
昨
年
三
月
に
社
会
福
祉
法
人

宿
毛
福
祉
会
を
指
定
し
、
指
定
期

間
や
施
設
の
利
用
料
な
ど
の
基
本

事
項
を
は
じ
め
、
引
き
継
ぎ
に
か

か
わ
る
協
定
も
締
結
し
、
現
在
は

四
月
よ
り
開
設
さ
れ
た
宿
毛
福
祉

会
の
指
定
管
理
者
準
備
室
の
三
名

の
職
員
を
中
心
に
、
連
携
や
協
議

を
進
め
て
い
る
。

A
　
千
寿
園
職
員
の
一
般
職
へ
の

任
用
替
え
に
つ
い
て
執
行
部
の
考

え
を
問
う
。

B
　
平
成
二
十
七
年
度
当
初
に
在

籍
し
て
い
た
介
護
職
員
十
九
名
の

う
ち
、
本
年
一
月
に
二
名
の
職
員

し
か
任
用
替
え
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
は
、
二
十
九
年
一
月
に
八
名
、

四
月
に
九
名
の
任
用
替
え
を
行
う

よ
う
に
計
画
を
変
更
し
た
が
、
一

月
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
段
階
的
に
実

施
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

A
　
総
合
運
動
公
園
の
防
災
広
場

は
、
芝
生
化
の
計
画
は
な
い
と
聞

い
て
い
た
が
、
芝
生
化
す
る
よ
う

に
な
っ
た
経
過
と
、
今
後
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
災
害
発
生
時
の
災
害
活
動
の

拠
点
と
な
る
施
設
で
、
普
段
は
多

目
的
広
場
と
し
て
運
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
面
積
が
広
く
多
額
の
費
用
が
か

か
る
た
め
に
整
備
を
見
送
っ
て
き

た
が
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
芝

生
化
モ
デ
ル
事
業
に
申
請
し
て
採

択
さ
れ
た
。

　
今
後
は
、
何
か
の
ス
ポ
ー
ツ
に

特
化
し
て
占
有
さ
せ
る
施
設
で
は

な
く
、
日
常
は
誰
も
が
自
由
に
出

入
り
で
き
る
、
開
放
的
な
広
場
と

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
使
用
許
可
や
使
用
料
な
ど
課
題

に
つ
い
て
は
、
整
理
を
し
て
供
用

開
始
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
の
実
証

運
行
に
向
け
た
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て

千
寿
園
の
指
定
管
理
に

つ
い
て

防
災
広
場
の
芝
生
化
に

つ
い
て



⑱

A
　
耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、
申

し
込
み
を
し
て
か
ら
、
診
断
結
果

が
出
る
ま
で
に
相
当
時
間
が
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後

の
耐
震
設
計
・
工
事
を
考
え
る
と

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
宿
毛
市
独
自
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

B
　
耐
震
診
断
は
、
宿
毛
市
が
委

託
先
の
高
知
県
建
築
士
事
務
所
協

会
に
申
込
書
を
送
付
し
た
後
、
月

に
一
度
開
催
さ
れ
る
木
造
住
宅
耐

震
診
断
派
遣
委
員
会
に
諮
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
時
間
が
か
か
る
場

合
も
あ
る
。

　
耐
震
診
断
費
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
か
ら
自
己
負
担
が
無
料
で
で

き
る
よ
う
に
予
算
措
置
を
し
て
い

る
が
、
耐
震
設
計
費
は
、
事
業
費

の
三
分
の
二
を
基
本
に
二
十
万
五

千
円
の
補
助
を
、
耐
震
改
修
費
に

つ
い
て
は
九
十
二
万
五
千
円
を
上

限
に
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　
あ
く
ま
で
個
人
の
財
産
の
耐
震

化
で
あ
る
の
で
、
事
業
の
本
質
上
、

一
定
の
自
己
負
担
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
他
市

町
村
の
動
向
等
も
勘
案
す
る
中
で
、

補
助
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

随
時
、
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

◎
庁
舎
建
設
及
び
耐
震
補
強
に
伴

う
財
政
支
援
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書

　
去
る
四
月
十
四
日
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
で
は
、
熊
本
県
宇
土
市

な
ど
で
災
害
対
応
の
司
令
塔
と
な

る
べ
き
自
治
体
庁
舎
そ
の
も
の
が

大
き
な
被
害
を
受
け
、
災
害
対
策

本
部
と
し
て
の
機
能
不
全
に
陥
る

状
況
と
な
っ
た
。

　
宇
土
市
に
お
い
て
は
、
以
前
か

ら
市
庁
舎
の
耐
震
性
の
低
さ
が
課

題
と
な
っ
て
い
た
が
、
財
源
上
の

負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
建
て

替
え
論
議
が
先
延
ば
し
に
な
っ
て

い
た
と
の
報
道
も
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
近
い
将
来
、

発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
対
策
と
し
て
、
老
朽
化

し
た
市
庁
舎
の
建
て
替
え
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
避
難

道
の
整
備
や
小
・
中
学
校
の
耐
震

化
等
と
異
な
り
、
新
庁
舎
の
建
設

は
、
国
・
県
と
も
に
補
助
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
。

　
高
台
移
転
に
伴
う
庁
舎
建
設
の

場
合
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
を
充
当
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
も
二
十
八
年
度
限
り

で
終
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る

う
え
、
現
在
地
で
の
建
て
替
え
の

場
合
は
充
当
率
七
五
％
で
交
付
税

措
置
も
な
い
一
般
事
業
（
一
般
分
）

の
起
債
充
当
し
か
出
来
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の

大
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
自
治

体
庁
舎
は
地
域
の
防
災
拠
点
と
し

て
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
く
の
自
治
体
で
は

財
政
上
の
負
担
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、

庁
舎
の
建
設
や
耐
震
補
強
に
踏
み

切
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
つ
い
て
は
、
被
災
後
の
一
日
も

早
い
復
旧
・
復
興
な
ど
、
有
事
に

お
け
る
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
確
保
す
る
た
め
、
庁
舎
の
建
設

及
び
耐
震
補
強
に
つ
い
て
、
有
利

な
起
債
や
新
た
な
補
助
制
度
の
創

設
を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
の
人
事
議
案
を
全
会
一
致
を
も
っ
て
同
意
し
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
山
　
本
　
卓
　
助
（
や
ま
も
と
　
た
く
す
け
）　
氏

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
示
　
野
　
孝
　
雄
（
し
め
の
　
た
か
お
）　
氏

　
　
　
　
　
野
　
口
　
節
　
子
（
の
ぐ
ち
　
せ
つ
こ
）　
氏

　
　
　
　
　
埜
々
下
　
典
　
晃
（
の
の
し
た
　
の
り
あ
き
）　
氏

木
造
家
屋
の
耐
震
補
強
の

ス
ピ
ー
ド
化
に
つ
い
て

▼

人

 
事

 

案

 

件

▲

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意
見
書
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
総
理
及
び
関
係
省
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。
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調査研究費
平成２７年１０月１５日～１６日：愛媛県今治市「道の駅多々羅しまなみ公園」・伊
方町「四国電力伊方発電所」を視察（３名）。平成２８年３月２４日～２５日：山口
県下関市「海上自衛隊下関基地隊・小月航空基地」を視察（２名）。

調査研究費
平成２７年１０月１５日～１６日：愛媛県今治市「道の駅多々羅しまなみ公園」・伊
方町「四国電力伊方発電所」を視察（３名）。

資料作成費　　資料等作成のためパソコンを購入（庁舎外持ち出し不可）。

研　修　費
平成２８年２月１２日～１３日：福岡県福岡市で開催の議員力アップ講座「立地適正
化計画と公共施設等総合管理計画」に参加（３名）。

調査研究費
平成２７年６月５日：自衛隊誘致の調査研究のため香南市役所にて調査活動（１名）。
平成２７年１０月２１日～２３日：東京都・横浜市において自衛隊及び海底資源開発
事業の誘致等について調査活動（１名）。平成２８年３月２４日～２５日：山口県下関
市「海上自衛隊下関基地隊・小月航空基地」を視察（２名）。

広　報　費　　議員活動報告誌の作成費用。
資料購入費　　自治体議員活動総覧等書籍購入。

調査研究費
平成２７年７月１５日：東京都千代田区、参議院議員会館において宿毛市提出の海上
自衛隊誘致要望に関する調査活動。

調査研究費
平成２８年１月２６日～２７日：東京都早稲田大学で開催の立地適正化計画の更なる
展開による持続可能なまちづくりセミナーに参加。
平成２８年１月２８日：さいたま市都市戦略推進本部を訪ね公共施設の再編とまちづ
くりについて調査。

未　　来
宮本　有二
川村三千代
岡闢　利久

改革クラブ
野々下昌文
原田　秀明
寺田　公一

市民クラブ
山戸　　寛
闍倉　真弓
松浦　英夫

融知会
山本　　英
饌田　陸紀

明かるい社会
川田　栄子

点睛会
山岡　　力

みどりの会
山上　庄一

会　　　派
（人数）

未　来
（３人）

収　　入

支　　出

経
　
費
　
の
　
区
　
分

調査研究費

研　修　費

広　報　費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

残　　額

１９８，０００

１７０，２５６

１６７，６００

２，６５６

２７，７４４

改革クラブ
（３人）

１９８，０００

２０７，９５９

１０５，５７５

１０２，３８４

０

市民クラブ
（３人）

２０４，０００

１９７，９７０

４７，７００

１４８，１７０

２，１００

６，０３０

融知会
（２人）

１３２，０００

１１３，３５５

１１３，３５５

１８，６４５

明かるい社会
（１人）

６６，０００

８５，７９０

３０，６９０

５５，１００

０

点睛会
（１人）

６６，０００

８６，５８０

８６，５８０

０

みどりの会
（１人）

６０，０００

９６，１２０

８２，１２０

１４，０００

０

平成２７年度政務活動費収支報告
　議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として、議会における会派に対し、議員１人
当たり月額６，０００円を交付しています。残額については返還されます。　　　　　　　　　　　　（単位：円）

主　　な　　内　　容



⑳

議　　　　席 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

氏　名

番　号

議
　
　
決
　
　
結
　
　
果

陳情第７号
不
採
択

川

田

　

栄

子

採
　
択

採
　
択

採
　
択

採
　
択

採
　
択

採
　
択

川

村

三

千

代

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

原

田

　

秀

明

山

岡

　

　

力

山

本

　

　

英

闍

倉

　

真

弓

山

上

　

庄

一

山

戸

　

　

寛

野

々

下

昌

文

松

浦

　

英

夫

寺

田

　

公

一

宮

本

　

有

二

饌

田

　

陸

紀

岡

闢

　

利

久

議
　
長

各議員の議案に対する賛否の状況
賛否の分かれた案件を記載しています。

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都
合
で

発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し
て
い
ま
せ

ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
六
月
定
例
会
の
会
議
録
は
九
月
上

旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支
所
並

び
に
宿
毛
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ
で
映
像
中

継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
過
去

の
議
会
映
像
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

〈 編 集 委 員 〉

Ｑ　意見書とは。

Ａ　地方自治法の規定に基づき、議会は市の公益に関することについて、国の関係省庁などに対し、議会

としての意思を意見としてまとめた文書を提出することができます。意見書の案は、議員または委員

会が提出し、本会議でその可否を決めます。



広報すくも  2016.8澡

日
本
年
金
機
構

幡
多
年
金
事
務
所
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

日
　
時

　
８
月

１６
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所
　
宿
毛
市
役
所

受
　
付
　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間
　
８
時

３０
分
〜

※
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送

ら
れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

・
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家

族
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）

が
当
日
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
年
金
係
に
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
事
前
に
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理

人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の（
免
許
証
な
ど
）
も
必
要

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
市
民
課
年
金
係

 
蕁
６
３
―

１
１
１
２

 
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

 
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６

　自営業・学生などの第１号被保険者が納める保険料は月額１６，２６０円です。
送付される納付書で毎月納めに行くこともできますが、口座振替にしたり、まとめて納める
前納にすると割引があります。

●口座振替
納め忘れがなく、手続きも簡単な口座振替は、保険料の割引制度も利用できるのでおすす
めです。
月々の保険料を「早割（※）」で納めると年間６００円（月額５０円）の割引になります。
口座振替のお申込みには、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、
市役所年金係
または幡多年金事務所もしくはご希望の金融機関窓口へお申し出ください。
口座振替が開始されるまで２カ月程度かかります。お申込みはお早めに！　
※保険料の納付期限は翌月末ですが、「早割」は当月末に引き落とす方法です。

●前納
１年分や半年分などをまとめて納める前納にすると、保険料が割引になります。
納付書による現金納付もできますが、口座振替で前納するほうが割引率は高く
なります。
　☆６カ月分を口座振替で前納すると、１，１１０円の割引になります。

　（１年前納や２年前納は、２月末日までにお申し込みください。）

●クレジットカード払い　
市役所年金係または年金事務所に申込用紙を提出すると、保険料をクレジットカード支払
いにすることができます。納め方は毎月または前納（１年または半年）から選べます。なお、
早割は利用できません。

●電子納付
パソコンや携帯電話、Pay－easyマークのついたＡＴＭなどから納めることができます。
くわしくはご利用の金融機関へお問い合せください。

保険料の納め方　割引制度はご存じですか？
　　国民年金保険料の納付は、「口座振替」や「前納」がお得です！

口座振替で毎月納付

口座振替を早割にすると

4月分　保険料
16,260円

5月分　保険料
16,260円

6月分　保険料
16,260円

7月分　保険料
16,260円

翌月末引き落とし

2カ月分引き落とし

翌月末引き落とし 翌月末引き落とし

50円×12カ月＝600円割引！

4月分　保険料
16,260円

5月分　（早期）
16,210円

6月分　（早期）
16,210円

7月分　（早期）
16,210円

当月末引き落とし 当月末引き落とし

早
割
制
度
は
、
平
成
１７
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ

た
制
度
の
た
め
、
従
来
か
ら
口
座
振
替
で
毎
月

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
早
割
に
変
更
す

る
た
め
に
は
改
め
て
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

８
月
中
に
申
し
込
み
す
る
と
、

１０
月
か
ら
の
６
カ
月
前
納
に

間
に
合
い
ま
す
。

今
月
の
年
金
相
談
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防災コーナー 【問い合わせ先】　都市建設課　蕁６３―１１２０

被
災
建
築
物

応
急
危
険
度
判
定
と
は

　
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

と
は
、
地
震
で
被
災
し
た
建
物
に

つ
い
て
、
余
震
で
倒
壊
す
る
な
ど

の
危
険
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判

定
し
て
表
示
を
行
う
も
の
で
す
。

　
大
き
な
地
震
が
起
き
る
と
建
物

は
少
な
か
ら
ず
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、

倒
壊
は
免
れ
て
い
て
も
、
余
震
に

よ
っ
て
倒
壊
し
た
り
部
材
が
落
下

し
た
り
し
て
人
的
被
害
を
起
こ
し

か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
被
災

者
が
そ
の
ま
ま
居
住
で
き
る
の
か

な
ど
を
判
断
す
る
た
め
に
、
救
命
・

救
急
・
消
防
活
動
と
並
行
し
て
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
応
急
危
険
度

判
定
を
行
い
ま
す
。

被
災
宅
地
危
険
度
判
定
と
は

　
被
災
宅
地
危
険
度
判
定
と
は
、

大
規
模
な
地
震
や
大
雨
な
ど
で
、

宅
地
が
広
範
囲
に
災
害
を
受
け
た

場
合
に
、
宅
地
の
被
害
状
況
を
迅

速
か
つ
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

住
民
へ
情
報
を
提
供
し
、
二
次
災

害
の
軽
減
・
防
止
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
危
険
度
判
定
の
結
果
は
危
険
度

に
応
じ
３
つ
に
区
分
さ
れ
、
左
の

図
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
カ
ー
を
現
地

の
見
や
す
い
場
所
に
貼
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
当
該
宅
地
の
所
有
者
だ

け
で
な
く
近
隣
住
民
、
付
近
を
通

行
す
る
方
に
も
注
意
を
呼
び
か
け

ま
す
。
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

災害時の応急危険度判定結果の表示

被災宅地危険度判定結果の表示
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四万十防災センター
（四万十市）

高知駐屯地（香南市）

高知駐屯地（香南市）

募集種目

自衛官候補生

受付期間

男子

女子

７月０１日（金）から
９月１６日（金）まで

７月０１日（金）から
９月０８日（木）まで

試験期日

９月１７日（土）

９月２５日（日）～２７日（火）
のいずれか１日を
指定します。

試験内容 試験会場

【問い合わせ先】　防衛省自衛隊高知地方協力本部四万十地域事務所
　　　　　　　　蕁０８８０－３５－３０９６　　kochi-pco40010@softbank.ne.jp

職　種 受　　験　　資　　格　　等採用予定人員

事務職 ２名程度
昭和６２年４月２日から平成１１年４月１日までに生まれた人で、
普通自動車運転免許を有する人、または取得見込みの人

９月２４日（土）

筆記試験（国語、数
学、社会および作
文）・適性検査

筆記試験（国語、数学、
社会および作文）・口述
試験・適性検査・身体検査

口述試験・身体検査

平成28年度 幡多広域市町村圏事務組合職員採用試験
（平成29年度採用）

●第一次試験　日　時　１０月１６日（日）　８時４０分集合（時間厳守）
　　　　　　　会　場　四万十市立中村中学校（中村東町２丁目１－３０）

●受 付 期 間　９月１日（木）～９月２１日（水）　８時３０分～１７時１５分
　　　　　　　（土・日・祝日を除く。郵送による場合は必着）

●受験申込書は次のところに置いています。（9月1日から請求可能です。）
　幡多広域市町村圏事務組合・宿毛市役所（総務課・環境課）に置いています。
　なお、郵送による申込書請求の場合は、封筒の表に「受験申込用紙請求」と朱書し、宛先を明記した
返信用封筒（Ａ４サイズの角２封筒に１２０円切手貼付のこと）を同封して幡多広域市町村圏事務組合事
務局まで請求してください。
　幡多広域市町村圏事務組合公式ホームページ（http://www.hata-e.co.jp/̃hatamap/）からダウンロードする
こともできます。
※Ｅメールでのお問い合わせについては、お答えできませんのでご注意ください。

【申し込み・問い合わせ先】　〒７８７－０７７６　四万十市上ノ土居１５４４番地
　　　　　　　　　　　　　幡多広域市町村圏事務組合事務局　担当：川井、加用
　　　　　　　　　　　　　蕁０８８０－３１－２６００

［給　与　等］　126，900円（平成27年4月1日現在）

　　　　　　　自衛官任官（入隊日から約3カ月）後より、161，600円

［休日・休暇］年次休暇のほか、年末年始等の特別休暇等があり、週休2日制が実施されています。

※自衛隊には、自衛官候補生の他に、一般的な自衛官・幹部自衛官・予備自衛官補および、パイロット・医師・看

護師になるための学生など、18歳～54歳までの各種募集種目があります。詳しくは下記までお問い合わせくだ

さい。

陸・海・空自衛官等採用試験のお知らせ
18歳以上27歳未満（平成29年4月1日現在）の男女を募集しています。学歴は不問です。
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開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先
2（火）

6（土）

7（日）

8（月）

9（火）

10（水）

11（木・祝）

12（金）

13（土）

14（日）

15（月）

16（火）

19（金）

20（土）

21（日）

24（水）

25（木）

26（金）

27（土）

28（日）

30（火）

3（土）

4（日）

5（月）

子ども陶芸教室（～3日）

親子折り紙教室

親子ものづくり体験講座

市長杯ミニバスケットボール大会2016（～7日）

第12回 宿毛市長杯少年サッカー大会2016（～7日）

「キャンプだ！沖の島」（～7日）

常念さん

糖尿病教室 第2回

子ども将棋教室（8～9日）

子ども将棋教室（10日）

行政相談「1日行政相談所」

夜間市税納付窓口開設日

第14回 だるま夕日宿毛カップ小学生陸上競技大会
第3回 幡多地区陸上競技記録会

第2回 Ｓｕｍｍｅｒ Ｃａｍｐ ｉｎ ｓｕｋｕｍｏ（サッカー）（～14日）

母島花火大会

弘瀬花火大会

第14回 宿毛遊遊サッカーフェスティバル（～19日）

写真展「幡多の野鳥2016」（～22日）

野菜祭り「ヤーサイ」

出張年金相談

本町通りふれあい夜市

親子料理教室

ストーリーテリング講座

幡多球技大会ミックスバレーボール大会

糖尿病教室 第3回

献血

献血

夜間市税納付窓口開設日

市民講座＆相談会のお知らせ

第8回宿毛ＦＣ杯少年サッカー夏季大会（～28日）

第20回 田所杯卓球大会

休日市税納付窓口開設日

第4回 人権スキルアップセミナー2016
　講座　講師　堀田　秀茂
　・第1講座「暦・言霊・風水等の迷信・俗信」

　・第2講座「ケガレからくる迷信と差別」

第63回 幡多地区陸上競技選手権大会

平成28年度 高知県高等学校バスケットボー
ル夏季選手権大会（～4日）

高知県内一斉避難訓練

船員のための無料健康相談所

中央公民館　蕁63－2618

中央公民館　蕁63－2618

高知県立宿毛工業高等学校
蕁66－0346

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛青年会議所　蕁63－3484

伊与野地区長　蕁67－0277

高知県立幡多けんみん病院　蕁66－2222

生涯学習課　蕁63－3394

中央公民館　蕁63－2618

三 本 義 男　蕁63－1800
山岡まゆみ　蕁63－1468

税務課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

沖の島支所　蕁69－1001

沖の島支所　蕁69－1001

総合運動公園　蕁66－1467

高知野鳥の会　　090－5711－5029

黒川地区長　蕁66－0260

市　民　課　蕁63－1112

本町通り活性化クラブ
蕁63－3123

保健介護課　蕁63－1113

坂本図書館　蕁63－2654

総合運動公園　蕁66－1467

高知県立幡多けんみん病院　蕁66－2222

保健介護課　蕁63－1113

保健介護課　蕁63－1113

税　務　課　蕁63－1115

聖ヶ丘病院　蕁63－2146

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

危機管理課　蕁63－0951

四国運輸局高知運輸支局　蕁088－832－1175

宿毛文教センター

宿毛文教センター

高知県立宿毛工業高等学校

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園他

沖の島（久保浦海岸）

海津見神社（伊与野）

高知県立幡多けんみん病院

宿毛市総合社会福祉センター

宿毛文教センター

宿毛文教センター

市役所税務課

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園

母島港

弘瀬港

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター

藤林寺（平田町戸内）

市役所（市民課で受付）

愛媛銀行宿毛支店周辺

宿毛文教センター

宿毛文教センター

宿毛市総合運動公園

高知県立幡多けんみん病院

大井田病院

ＣＫＤシコク精工（株）

新日電熱工業（株）

市役所税務課

聖ヶ丘病院

宿毛市総合運動公園他

宿毛市総合運動公園他

宿毛市総合運動公園

市役所税務課

宿毛市立正和隣保館

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園

市内全域

大井田病院

13：30

14：00

9：00

9：00

10：00

19：30

10：00

10：00

14：00

10：00

13：00

17：15

10：00

9：00

20：30

21：00

13：00

9：00

18：00

10：00

17：00

10：00

13：30

9：00

10：00

15：45

9：00

13：00

17：15

14：00

10：00

10：00

9：00

9：00

9：30

13：30

9：00

9：00

9：00

14：00

9月

第58回 宿毛市人権教育研究大会
　講演会　講師　弓削田　健介
　「いのちと夢のコンサート」
　（分科会／13：30／各会場）

平成28年度高知県高等学校男女ソフトボー
ル夏季大会（～28日）
第46回 高知県高等学校男女ソフトボール選
手権宿毛大会（～28日）

じんけんネットすくも事務局
（正和児童館）
蕁63－2254

８月 ９月

〈
ホ
ー
ム
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ー
ジ
〉 http

://w
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3
・
4
・
10
・
11
・
24
・
25

6
・
7
・
13・
14・
20・
21・
27・
28 （水）3131

88 納期限

市 役 所 税 務 課 9：00～17：00
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

8
※お昼休みも納付できます。

28（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

8
10（水）
25（木）

住まいの耐震対策をお考えの方はご相談

ください。

対象住宅：昭和５６年５月３１日以前の基

準で建築した住宅

木造住宅の耐震診断が
無料でできます！！

【問い合わせ先】
　危機管理課　蕁６３－０９５１

市 県 民 税 2期

国民健康法県税 2期

介 護 保 険 料 2期

後期高齢者医療保険料 2期

平成28年　８月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表
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《表１》　一部負担金限度額［70歳以上の方（後期高齢者医療保険加入者含む）］

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

１２，０００円

４４，４００円

外　来 外来＋入院

　８，０００円
住民税非課税世帯の方

住民税非課税世帯の方で※区分
Ⅰに該当する世帯の方

８０，１００円＋（総医療費
－２６７，０００円）×１％現役並み所得者

一　　　般

《表3》　入院中の食事代標準負担額（1食につき）

３６０円

２１０円９０日までの入院

９０日を超える入院

７０歳以上もしくは後
期高齢者医療保険
加入の方で※区分Ⅰ
に該当する世帯の方

１６０円

１００円

住民税非課税世帯の方

一　　　般

《表2》　一部負担金限度額［69歳以下の方］

上位所得者

一　　般

ア　９０１万円を超える

イ　６００万円を超え９０１万円以下

ウ　２１０万円を超え６００万円以下

エ　２１０万円以下
　　（住民税非課税世帯を除く）

２５２，６００円＋（総医療費
－８４２，０００円）×１％
１６７，４００円＋（総医療費
－５５８，０００円）×１％
８０，１００円＋（総医療費
－２６７，０００円）×１％

５７，６００円

３５，４００円オ　住民税非課税世帯

・ア～エの金額は、国保の保険税の算定基礎となる基礎控除後の所得金額。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
に
つ
い
て

　
平
成
２８
年
８
月
か
ら
使
用
し
て

い
た
だ
く
保
険
証
お
よ
び
高
齢
受

給
者
証
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月

下
旬
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い

方
や
、
ご
不
明
な
点
が
あ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
区
分
Ⅰ
と
は
…（
《
表
1
・
3
》
の
補
足
）

﹇
国
保
加
入
者
の
方
﹈　
世
帯
主
お
よ

び
国
保
の
被
保
険
者
全
員
が
住
民
税

非
課
税
で
、
か
つ
各
所
得
が
必
要
経
費
・

控
除
額
（
年
金
所
得
は
控
除
額
を
８０
万

円
と
し
て
計
算
）
を
差
し
引
い
た
と
き

に
０
円
と
な
る
世
帯
。

﹇
後
期
高
齢
加
入
者
の
方
﹈　
世
帯
全
員

が
住
民
税
非
課
税
で
、
か
つ
各
所
得

が
必
要
経
費
・
控
除
額
（
年
金
所
得
は

控
除
額
を
８０
万
円
と
し
て
計
算
）
を
差

し
引
い
た
と
き
に
０
円
と
な
る
世
帯
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
市
民
課
保
険
係
　
蕁
６
３
｜

１
１
１
２

一
部
負
担
金
限
度
額
認
定
証
と
入

院
時
の
食
事
代
減
額
認
定
証
に
つ

い
て

●
一
部
負
担
金

﹇
７０
歳
以
上
の
方
（
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
加
入
者
含
む
）
﹈

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
限

度
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
、
医

療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。（
課
税
世
帯
の
方
は

交
付
申
請
不
要
）《
表
１
》

﹇
６９
歳
以
下
の
方
﹈

　
限
度
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
、

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。《
表
２
》

●
入
院
中
の
食
事
代

　
入
院
中
の
食
事
代
は
、
医
療
費

と
は
別
に
１
食
３
６
０
円
必
要
で

す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
、
医

療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
食

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
《
表
３
》

※
減
額
認
定
証
を
提
示
せ
ず
に
、

病
院
の
窓
口
で
食
事
代
を
支
払

わ
れ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
、
食

事
代
の
差
額
は
お
返
し
で
き
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

認
定
証
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　
各
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月

３１
日
ま
で
で
す
。
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
方
は
、
更
新
、
新
規
と

も
申
請
が
必
要
で
す
。
引
き
続
き

認
定
を
受
け
る
場
合
に
は
８
月
中

に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
の
方
で
、
引
き
続
き
認
定

と
な
る
方
に
は
、
保
険
証
と
と
も

に
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
更

新
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
申
請
手
続
き
は
、
市
民
課
保
険

係
と
各
支
所
で
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

蘆
医
療
保
険
証

蘆
認
め
印

蘆
減
額
認
定
証
（
交
付
を
受
け
て
い

る
方
の
み
）

蘆
限
度
額
認
定
証
（
交
付
を
受
け
て

い
る
方
の
み
）

蘆
９０
日
を
超
え
る
医
療
病
棟
へ
の

入
院
期
間
の
分
か
る
領
収
書
、

入
院
証
明
書
な
ど

（
平
成
２７
年
８
月
〜
平
成
２８
年
７

月
の
入
院
日
数
が
９０
日
を
超
え

た
方
の
み
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
ま
た
は

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
へ



濟

対象者

受診機関

受診方法

健診内容

健診費用

平成28年8月1日以降に妊娠届出を行い、妊婦歯科健診受診券を交付された方

高知県歯科医師会員の所属する歯科医療機関
＊幡多管内の歯科医療機関は全医療機関受診可能。（宿毛市内には13医療機関があります。
　詳細はお問い合わせください。）

妊娠期間中に１回受診できます。
＊安定期（16週～27週）の受診をお勧めします。
＊ご希望の歯科医療機関へ、受診日時を予約し、当日は受診券と母子健康手帳をお持ちの
　うえ受診してください。

問診および口腔内診査　＊むし歯の有無や歯周病の検査など

無料（健診のみ）
＊健診の結果、詳細な検査や治療を必要とする場合は、改めて後日の治療になります。

無料

　妊娠すると、ホルモンバランスの変化やつわり
による歯みがき不足などが原因で、歯ぐきが腫れ
やすくなったり、むし歯になりやすい状態となり
ます。
　また、重度の歯周病により、早産や低出生体重
児の頻度が高まる可能性も報告されています。健
やかな妊娠・出産のため、妊婦歯科健診を受診し
ましょう。

【問い合わせ先】　保健介護課健康指導係　蕁６３－１１１３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薨６３－０４１０

仕事のこと、人間関係、生活のこと、子育てに関することなど、
誰かに相談することで、こころが軽くなったり、元気を

取り戻すことができます。解決に向けた歩みを始めてみませんか。

相談員

日時
平成28年　9月21日（水）

11月10日（木）
平成29年　1月13日（金）

3月13日（月）
全日　14：00～17：00

定員　各3名

場所
宿毛市役所　屋上会議室　
（受付：保健介護課　健康指導係）

申し込み期間
8月15日（月）～ 8月26日（金）
電話にてお申し込みください。初めての方を優先します。
定員に達しない場合は、9月20日（火）から順次受け付けます。

あなたが幸せになる研究所　代表
カウンセラー・スクールライフコンサルタント・パーソナルコーチ

【申し込み・問い合わせ先】　保健介護課保健師　蕁６３－１１１３

松井 浩之 先生
まつ い ひろ ゆき

高知県妊婦歯科健診事業がはじまります

安定期に入ったら歯科健診を受けましょう！

平成28年度

こ こ ろ の 相 談 会こ こ ろ の 相 談 会
相談無料／完全予約制

ひとりで悩み抱えていませんか？ひとりで悩み抱えていませんか？
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各種検診の結果について

※ご不明な点がありましたら、保健介護課までお問い合わ
せください。

　次の検診について、精密検査が必要な方には通知が
完了しています。

　【問い合わせ先】　保健介護課保健衛生係
　　　　　　　　　蕁６３―１１１３

検　　　診

胸部レントゲンおよび肺がん検診
胃 が ん 検 診
大 腸 が ん 検 診
乳 が ん 検 診
子宮頸がん検診
前立腺がん検診

日　　程

６月０３日（金）
６月３０日（木）
６月２１日（火）回収分
６月２８日（火）
６月０４日（土）
６月３０日（木）

心の健康相談のお知らせ

【相談窓口】
　宿毛市保健介護課 健康指導係
　蕁６３－１１１３
　幡多福祉保健所 健康障害課 精神保健福祉担当
　蕁０８８０－３４－５１２４（直通）　
　蕁０８８０－３５－５９７９
　お酒の悩みごと相談　｜■■　０９０－１１７３－４６７２

　保健師による電話相談・面接相談は随時お受け

しています。保健所では、相談される内容によっ

て、精神科嘱託医の相談も行っています。

【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

9 月 の 保 健 事 業

母子保健

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

16（金）
23（金）

09：15～09：35
09：15～09：35

宿毛市総合社会福祉センター
宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

1（木）
12（月）
20（火）

09：30～11：30
09：30～11：30
09：30～11：30

東平コミュニティセンター
地域子育て支援センター
宿毛市総合社会福祉センター

成人保健

●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

●健康相談はどこの場所でも受けることができます。

場 　 所 実　施　時　間日
2（金）
12（月）
13（火）
15（木）
21（水）
23（金）
28（水）

18：30～11：00
10：00～11：30
10：00～11：30
10：00～11：30
10：00～11：30
18：30～11：00
10：00～11：30

鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
田 ノ 浦 集 落 セ ン タ ー
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
藻 津 集 会 所
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
沖の島開発総合センター

［健康相談］

場 　 所 受 付 時 間日

［1歳6カ月児健診］対象児に個人通知します

9（金） 09：15～09：45宿毛市総合社会福祉センター

受 付 時 間場 　 所日

［肺がん検診］

30（金）

08：00～09：30
10：00～10：30
10：50～11：20
13：30～14：00

片 島 公 民 館
すくも湾漁協内外ノ浦支所
すくも湾漁協大海支所
片 島 公 民 館

肺がん検診 胃がん検診 大腸がん検診 特定健康診査 前立腺がん検診場　　　所 セット
午前
午後

08：00～09：30
日

［セット健診］特定健康診査・各種がん検診　※各健診とも、単独での受診が可能です。

30（金）
片 島 公 民 館
宇須々木公民館

〇 〇
〇

〇
〇

〇
〇

※複数の健診を受診する場
合は、受診する健診の中
で最も早い受付時間まで
にお越しください。

胃 が ん 検 診……午前　８：００～　９：００　午後　実施なし
大 腸 が ん 検 診
特 定 健 康 診 査　…午前　９：００～１０：００　午後　１３：３０～１４：３０
前立腺がん検診

〈
受
付
時
間
〉
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平
成
28
年
８
月
１
日
発
行
（
毎
月
１
日
発
行
）

鵜
来
島
秋
祭
り
実
行
員
会
よ
り

お
願
い
！

　
１０
月
１
日
（土）
に
行
う
鵜
来
島
秋

祭
り
の
や
ぐ
ら
の
乗
り
手
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

対
　
象
　
小
学
校
２
年
生
男
子

募
集
締
切
　
８
月
２５
日
（木）

　
ま
た
、
担
ぎ
手
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

対
　
象
　
高
校
生
以
上

募
集
締
切
　
９
月
１０
日
（土）

※
ど
ち
ら
も
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
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せ
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